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　本センターは、多様な分野におけるアントレプレナー育成を目指す教育・研究センターです。すなわち利益追

求型ベンチャー起業に加え、社会的課題解決への取り組みや大企業における新事業創造、あるいは学術機関や

公的機関での新たなアイデア実現への挑戦など、様々なアントレプレナー養成が目的です。そして学生たち自身

の夢実現を応援するとともに、九州大学から世界に羽ばたくリーダー人材を輩出することを使命としています。

また、このことは、わが国が目指すイノベーション人材育成の目標とも一致するものです。

　開講2年目の2012年度は、新規開講2科目を含む18科目のアントレプレナーシップ関連講義を実施しま

した。九州大学全学の学部一年生から大学院博士課程の学生までを対象に、一貫的に体系的なアントレプレ

ナーシップ教育を行う本センターのユニークな教育は、学生から高い評価を得ており、2012年度受講者数

は500名と昨年度比6割近い大きな伸びとなりました。

　授業運営面では、ワークショップ、グループディスカッションなどをふんだんに盛り込む双方向授業を更に

拡大するとともに、理論だけでなく現実社会の理解をすすめるための実務家ゲスト招聘も40数名に上りまし

た。またイノベーション人材育成を目指す他の有力大学との連携や、学内他部局との連携も大きく進展し、

質の高い教育実現を目指すQRECの努力は実を結びつつあります。

　また正規講義のほか、昨今注目を集めるデザイン思考を取り入れたワークショップ、それに起業体験プロ

ジェクトや国際シンポジウム開催等、数多くの斬新な教育関連事業を実施しました。いくつかは地域住民も対

象にしたもので、学生や地域住民に対して大きなインパクトを与えることができました。

　本センターは、単にアントレプレナーシップ教育を実施するだけでなく、組織としてもあるべき教育手法の導入や

開発にチャレンジする、改革者、挑戦者(アントレプレナー)でもあろうと考えています。このアニュアルレポートにより、

本センターの活動を多くの方々に深くご理解頂くとともに、様々なご意見やご示唆を頂戴したく思います。アントレプ

レナーシップ教育は未来を切り拓き創造する人材を育成するものです。皆様のご支援ご協力をお願いいたします。

谷川 徹
ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター センター長　産学連携センター 教授/副センター長

QRECは九州大学 ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センターの略称です。

ロバート・ファン博士

2012年度 活動実績

自らの夢実現にチャレンジするグローバル・リーダーを

九州大学から輩出すべく、我国における

アントレプレナーシップ教育モデルになることを目指します。

付　録
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QRECでは、九州大学の全学学生を対象として、先進的で体系的なアントレプレナーシップ教育を行うとともに、

同教育において定評のある国内外の大学等との連携を構築し、教育・研究活動を行っていきます。

これらの取り組みによって、リーダー人材育成、九州大学の国際化促進とブランド力向上、社会連携（産学連携）

機能の強化等の実現を目指しています。

育成すべき
人材像

◎先進的なアントレプレナーシップ関連教育を提供することにより、九州大学から自立心、向上心、グロー
バル意識を有し、積極的に新しい価値創造にチャレンジする、世界に羽ばたくリーダー人材を輩出します。

◎ベンチャー起業に限らず、大企業、アカデミア等を含む社会のあらゆる分野で、新たな価値創造に挑戦する
人材育成を目指します。

◎地域におけるアントレプレナーシップ醸成のハブを確立します。

新興国ビジネスや社会的起業等、現代的な課題への対応力養成も含めた、ユニー
クかつ国際的競争力ある組織として、九州、日本はもちろんのこと、アジアにおけ
る本格的かつトップクラスのアントレプレナーシップ教育・研究組織を目指します。

世界の大学や企業等とネット
ワークを結び、国際標準の教
育カリキュラムを目指すとと
もに、国際的な学生交流、教
員交流を積極的に進めます。
また留学生の積極的な参加を
求め、多様性のある環境を提
供します。

座学による講義に留まらず、ケー
ススタディや現実の起業家のゲ
スト講義、具体的なプロジェクト
ベース教育、双方向のディスカッ
ション等、リアルでインパクトの
ある講義を行います。また産学連
携を生かし、企業との連携講義や
インターン等を進めます。

新しい社会的価値実現のため
には、問題が何かを探索し発見
した問題解決のための構想を立
てることが必要です。またその
発想力や能力を高めることは、
自らの夢実現にも繋がります。
QRECはそのようなデザイン力
養成を目指します。

QRECの主な活動は次に挙げる6つです。

世界を舞台に活躍するリーダー人材の育成

□ 自ら機会を発見・創造して、目標と道筋を構想する能力ある人材

□ 新たな価値創造に対して積極的に挑戦する人材

□ 個人としての自立意識を持つ人材

□ 社会や世界を幅広く俯瞰できる知識と能力を持つ人材（T字型人材、グローバル人材）

□ 知識を社会で活かす意欲と具体的価値を創造する能力ある人材（MOT人材）

全学学生を対象とした先進
的かつ体系的なアントレプレ
ナーシップ関連教育の提供

アントレプレナーシップお
よび効果的な教育法の研
究・実施

アントレプレナーシップに
関する社会・地域連携活動
の実施

アントレプレナーシップに関
する情報発信、国内外機関
等との連携・交流実施

ベンチャービジネスに関
する研究開発の支援

インキュベーション施設の
運営と管理
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　九州大学/ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター(以下QREC)は、本学卒業後渡米し、大成功をお

さめたロバート・ファン博士の本学百周年記念寄付をきっかけに、旧ベンチャー・ビジネス・ラボラトリーを抜本的に

改組・再構築して2012年12月に設立されたアントレプレナーシップに関する本格的な教育・研究センターです。

　QRECは、我が国に於いて新たな価値創造にチャレンジする人材育成教育(アントレプレナーシップ教育)や、

研究や技術の社会での活かし方を学ぶMOT(技術経営)教育、さらには、グローバル人材育成教育の必要性が高

まってきたことを背景に、この課題に対する本学の重要な組織的取り組みとして位置づけられ、発足しました。

使   命

活動内容

日本で初めて、学部生、大学院生を対象と
した一貫的、体系的アントレプレナーシップ
教育を提供します。

アントレプレナーシップ教育、
MOT教育等の融合
広義のアントレプレナーシップ教育を目指
し、リーダー人材を育成します。

グローバル性重視
世界主要大学等と連携し、最適・最良のリソ
ースと交流機会を確保し、留学生の積極参
加、国際関係学部（構想）との連携等による
国際的な教育を実施します。

分野融合・多様性確保
工学研究院、システム情報科学研究院、農
学研究院、芸術工学研究院、21世紀プログ
ラム等、学内各部局と相互連携した教育を
企画・実施します。部局横断的なプロジェク
ト企画や多様なバックグラウンドの学生融合
を図ります。

プラクティカル、産学連携
国際的な学生ネットワーク参加を奨励し、
また双方向･参加型の教育を目指します。
具体的なプロジェクトを用い、リアルな体
験型教育を目指します。
産業界と積極的に連携し、人材や教育の
場の提供を求め実践的教育を目指します。

現代ニーズ対応

学部/大学院一貫の体系的
アントレプレナーシップ教育

新興国ビジネス、社会的起業等、現代の
多様かつ新たな動きに対応します。

設立背景

ベンチャー起業家　 　社会起業家　 　大企業における新事業実施者

公的機関における新政策企画・実施者　   イノベイティブな大学研究者

特   色

QRECの
育成する
アントレ
プレナー像

目  標
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活動概要

4月　
■遠隔教育開始　 ■講義　■チャレンジ

　クリエイション
　（C&C）

■アカデミック
　チャレンジ
　（AC）　

★QRECのウェブサイト2012年度版更新
★QRECのFacebook継続
■履修の手引き作成・配布

★QREC運営委員会（5/15）開催
■C&C課題テーマ企画運営プロジェクト
　学生委員募集

■学生インターンシップ開始

■教育の取り組み　●海外への調査・研修　◆社会連携の取り組み　★組織・運営の取り組み

2012年度スケジュール

●玉置准教授
　バブソン大学起業家
　教育者研修派遣
　（2012/5/28-6/4）

■C&C2011総長賞受賞式

■デロイトトーマツコンサルティング（株）連携
　QREＣサマーキャンプ　
　－コンサルティングの分析手法に学ぶ－（9/24-26）
★第9回全国VBLフォーラム（9/28-29）

★QREC運営委員会（1/22）開催
■学生とのアセスメントミーティング（1/31）

◆アジアラウンドテーブル（3/20）
★非常勤講師との意見交換会（3/21）
★イノベーション教育学会（3/22）

●五十嵐准教授
　2nd UNESCO-APEID 
　Meeting on Entrepreneur
　ship Educationに参加
　（2013/3/25-3/28）

●山田PM
　バブソン大学起業家教育者
　研修派遣 （2012/1/12-20）

●五十嵐准教授
　欧州調査・研究出張
　（2013/2/17-3/3）
●谷川教授　高田准教授
　AUTM2013 Annual 
　Meetingに参加 
　（2013/2/26-3/10）

5月　

6月　

7月　

8月　

9月　

10月　

11月　

12月　

1月　

2月　

3月　

審査会

審査会

中間
発表会

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■成果
報告会

成果
報告会

中間
発表会

九大祭

監査株主総会

●谷川教授、山田PM
　QREC講義新規開設に係る
　情報収集
　（2012/6/25-7/1）

■日本創生ビレッジ（三菱地所）と提携継続
◆QREC/ブラウンバッグ・セミナー
　「九州はアジアの昇龍企業に学べるか！」（7/3）
★QREC運営委員会（7/4）開催
◆アントレプレナーシップ教育に関する３日間の
　国際ワークショップ（7/17-19）

●玉置准教授
　ASESサミット参加学生に同行
　（2012/8/31-9/8）

●谷川教授　五十嵐准教授
　高田准教授
　REE Europe 2012に参加
　（2012/9/2-9/15）

●谷川教授
　Beans International、
　Beneteck社、
　IDEOサンフランシスコ訪問、
　スタンフォード大学講義参加
　（2012/11/25-11/30）　

◆Ｋauffman Fellows Program/
　QREC連携セミナー＆ワークショップ
　－新しいビジネスをデザインできる
　人材になるために－（11/4）

■サンブリッジ（米国）と提携継続
◆【QREC/See-D連携ワークショップ】
　途上国の人々に届ける技術・
　サービスを考える（12/2）

ビジネスプラン
発表会

教育 社会連携

組織・運営研究

　ＱＲＥＣが提供する教育プログラムは、起業に留まらず
九州大学の学生の広義のアントレプレナーシップ涵養を目
指すものです。２０１２年度は、新規２科目を開講し、１８科
目の正規講義を開講しました。また、毎年開催する学生の
アイデアコンペ、Ｃ＆Ｃ（チャレンジ＆クリエイション）、ＡＣ
（アカデミックチャレンジ）の他、QSHOP、コンサルティング
企業提供のワークショップ、KFP（Kauffman Fellow 
Program）やIDEOと連携したビジネス創造セミナー&
ワークショップ、See-Dと連携した途上国対応技術検討ワ
ークショップ等、多くの教育関連イベントを実施しました。
　また、中国杭州で開催された国際学生起業団体の大会
に学生を派遣したほか、学生を集めての教育評価ミーティ
ング、教育アセスメ
ント分析システム
の開発に着手し、
教育効果確保に努
めるなど、多角的な
観点から教育の質
向上に向けた取り
組みを進めました。

　九州大学の学生をはじめ、地域社会への貢献と
活性化の為、学外の学生や一般の方にもオープン
なイベントを毎年開催しています。２０１２年度は、
海外の著名アントレプレナーシップ教員を招聘し
た福岡、東京での３日間の国際ワークショップ、在
福岡アメリカ領事館とのアジアビジネスを考える
連携セミナー、KFP, IDEO連携によるニュービジ
ネス創造セミナー＆ワークショップ、東日本大震災
後の東北をモデルとして地域復興・活性化のあり
方を考えるセミナー(アジアラウンドテーブル)等、
多彩なイベントを開催しました。

　ＱＲＥＣ各教員がそれぞれの専門分野で研究活動
を行うほか、アントレプレナーシップ教育・研究レベル
アップのため、海外大学等への研修派遣、世界各地
で開催される学会等に参加しました。２０１２年度は、
夏季にスウェーデンの大学へ教員１名を派遣、また、
春と冬にはアントレプレナーシップ教育で名高い
Babson Universityで開催される教育者の為の短期
研修へ各１名の派遣を行いました。その他、フィンランド
で行われた、スタンフォード大学主催の世界のアントレ
プレナーシップ教育者ワークショップ、REE（Round- 
table for Entrepreneurship Educators）に
も3名の教員を派遣しました。この研修、研究結果は「デ
ザイン思考」
の導入という
形でQREC教
育に反映され
始めています。

　２０１２年度は、前年度から整備・導入を始めたイントラネット

活用拡大を始め、遠隔教育の拡大に伴い、TV会議システムを

追加配備、ITシステムによる組織運営効率化や教育効果確保

に努めました。また、工学府や芸術工学府等の九州大学他学部・

学府と連携し、新たな国予算確保の実現、合同講義の開講検

討等、学内協力体制の構築に努めました。国内外の大学や組織

との連携に関しては、提携先の三菱地所との共催によるセミナ

ー開催、サンブリッジへの学生インターン派遣等を実施したほ

か、新たな連携先を開拓すべく活動しました。

　また、9月に全国VBL大会を主催し、更には3月東京大学や慶応

大学のイノベーション教育を進める組織と連携してイノベーション

教育学会を立ち上げるなど、ＱＲＥＣの情報発信や教育リソース確

保に努めています。なおインキュベーション施設の管理に関しては、

2012年度中に新

たに1社のベンチャ

ー企業が入居し、

大学研究室に２室、

ベンチャー企業に3

室の貸し出しを行っ

ています。

■

●

◆

★
ビジネスプラン
発表会

オリエンテーション

■九大祭起業体験
　プログラム
　（QSHOP）　
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講義（全学教育、大学院共通教育）

斬新な教育手法

教育評価

QREC講義開講（18科目：前期7後期11、継続16新規2）

教育のデジタル化

毎年開催している九大生対象のビジネスプランコンペC&C（チャレ
ンジ＆クリエイション）や論文コンペAC（アカデミックチャレンジ）、
昨年度から開始した九大祭起業体験プログラム（QSHOP）等、
恒例のプロジェクトを実施しました。加えて2012年度は新たにい
くつかの教育関連イベントを開催しました。また、講義とは異なっ
たアプローチの教育機会の提供として、デロイト・トーマツ・コンサ
ルティング社の提供によるコンサルティング体験サマーキャンプ
（3日間のワークショップ）、米国の有力教育支援組織KF P
（Kauffman Fe l low Program）や世界屈指のデザイン企業
IDEOと連携したビジネス創造セミナー&ワークショップ、途上国
での活用可能な技術やサービスを提案するプロジェクト運営組織
See-D Contestと連携した、途上国対応技術検討ワークショップ等、
多くの教育関連イベントを実施しました。
また、中国杭州で開催された国際学生起業団体(ASES :  As ia  
Pacif ic Student Entrepreneurship Society)の大会に
3名の学生を派遣しました。

QRECの大半の授業においては、一方的に講師の授業を聞く座学方
式でなく、講師との双方向の対話やグループディスカッション、学生
の発表機会を設ける参加型講義（ワークショップスタイル）を取り入れ
ています。授業時間も全て2コマ連続180分としており、学生が自ら
考え行動する習慣をつける方式をとっています。2012年度も2011
年度同様に講義を行いました。

QRECでは、現実の社会で活躍している実務家（起業家の他、産官学
の現場で活動している方）を招聘した講義を多数行っています。教室で
の講義に加え、実務家の経験に基づくお話などリアリティのある講話に
より、学生の理解を促進させるためです。2012年度は、アントレプレナ
ーシップ・セミナーI、II、ビジネスにおける競争優位、研究・技術経営論
等の講義以外にもイベントやワークショップで、延40数名の方にゲスト
として九大に来て頂きました。

実際に発生した事実やより実際に近い具体的なモデルを学ぶ為、基
礎編と位置づけているアントレプレナーシップ・マネジメントI・IIや実
践編の複数の授業では、ケースを使用した授業を行いました。一部
では英語によるケースを使用しています。

QRECのカリキュラムにおいて実践編に位置づけている講義や、様
々な教育関連プロジェクトにおいては、知識として講義を受けるだ
けでなく、アイデアや技術を実社会でどのように具体的な価値とし
て実現していくかを学ぶ為、少人数のグループで実践的に学ぶ
PBLの手法をとる科目を増やしています。2012年度開講の「地域
政策デザイン論」や「ハイテク・アントレプレナーシップ」がそれにあ
たります。

PDCAサイクルによるQREC講義の質的向上を目指し、大学の学
務部が実施する全学教育のアンケートだけでなく、QREC独自に様
々な観点からの学生教育評価アンケートを、全科目において実施し
ています。

QRECの講義の質の向上を図るべく、QRECはいくつかの教育評
価手法を取り入れています。学生の利便性と履修機会を確保する為、九州大学が提供するキャン

パス間学習支援システムを使用して、箱崎・伊都・大橋・筑紫の４キャ
ンパスに映像を同時配信する講義を2科目追加し、合計8科目で遠隔
講義を実施しました。

九州大学が2011年秋に導入したWebネットワークによる学習支援
システムBlackboardをいち早く導入、QRECは全科目で対応して
います。2012年度もその活用を一層すすめ、学生からの出席カード
やアンケートの提出、各講義のシラバス・講義資料を教職員、受講学
生で共有しています。

教育関連イベント

【遠隔教育の実施】（2012年度は、8科目）

【ワークショップ形式】

【実務家の招聘講義】

【ケーススタディ】

【PBL（プロジェクトベースドラーニング）】

【学生の教育評価アンケート】

アンケートだけでは把握できない学生の意見、評価を確認するた
めに、2013年3月、QREC科目履修学生10数人を集めて､約3
時間のアセスメントミーティングを開催、多くの貴重な意見、情報
を収集しました。

【学生教育評価ミーティングの実施】

収集したQREC科目履修学生の成績や所属、アンケート内容など
の相関関係を分析するとともに、サーティフィケイト発行要件の確
認など、教務事務の効率化のためにシステム開発を開始していま
す。2013年度の前半に開発を終えて活用する予定です。

【教育アセスメント分析システムの開発着手】

【Web学習システムの活用拡大】

教育

学会参加等

教員の研究活動

2013年3月、アントレプレナーシップ教育の目的でもあるイノベーショ
ン人材、グローバル人材の育成方法につき、関心のある産官学組織や
個人が情報交換、意見交換する場として、イノベーション教育学会が設
立されました。QRECは東京大学i.school、慶応大学システム・デザ
イン・マネジメント専攻と共同して発足に寄与しました。（情報収集と
研究フィールドの確保及び情報発信）。

「Academic Entrepreneurship in Asia　‒The Role and 
Impact of Universities in National Innovation Systems」
NUS教授 Dr.Poh-Kam WONG編。 谷川他アジア各国の産学
連携、イノベーション、アントレプレナーシップ関連の大学研究者によ
る共著　2012.3 Edward Elgar

アジアの各国・地域におけるイノベーションの進展に対する大学の役
割につき、各国の大学研究者が共同研究した成果をまとめたもの。

◆イノベーション教育学会の立ち上げ

◆ベンチャー学会参加（教員3人が参加、発表）

谷川 徹 教授 専門分野：地域経済政策、企業支援論、産学連携

●著書出版[共著]

●著書出版

●論文執筆

研究

高田 仁 准教授 専門分野：産学連携マネジメント、技術経営(MOT)、
　　　　   アントレプレナーシップ

「地域における起業促進の一類型　アルプス電気盛岡工場が醸成し
た起業家精神」
地域イノベーション2012 vol.5（法政大学地域研究センター）掲載

日本の地方に立地する工場、アルプス電気盛岡工場からのスタート
アップ40社の誕生と生存事例分析をもとに、日本の地方における起
業促進策のあり方や有効性を検証する試み。

五十嵐 伸吾 准教授 専門分野：アントレプレナーシップ、経営戦略論

●論文執筆

日本では歴史的に大企業が優秀な人材を囲い込むため、潜在起業家
の数が少ないと言われている。破綻した大企業に在籍したビジネスマ
ンのキャリアを追いかけることにより、この仮説が正しいかどうかを実
証することが研究のテーマ。
また、シードファンディングやIPOによる資金調達も興味分野。長期に
わたるシリコンバレー駐在の経験により、IT系ベンチャーの事例を主
に取り上げる。

玉置 浩伸 特任准教授 専門分野：起業、ベンチャー経営

［主な研究テーマ］ 破綻企業出身の起業家、ベンチャーファイナンス、
　　　　　　　　 ITベンチャー

「水素関連技術のビジネス化に関する共同研究（産学官地域連携に
よる水素社会実証研究）」
2012.04～2013.03,　代表者：高田 仁, 水素エネルギー国際研究
センター
水素関連技術のビジネス化をテーマに、工学府水素エネルギー専攻、
経済学府産業マネジメント専攻、システム情報学府（QITO）といった異
なるバックグラウンドの学生に対して、グループワーク等を通じて、水素
技術の社会普及のあり方について研修を行うとともに、米国エネルギー
省のHydrogen Student Design Contestへの学生チームの応募を
支援。

［主な研究テーマ］ 基礎技術の商業化におけるアントレプレナーシップ

朱 穎 准教授（経済学研究院）専門分野：イノベーションマネージメント

1.

2.

"Reshaping Cognition in Building Dynamic Capability: 
Automobile Emission Control Technology Develop-
ment,” DRUID 2013.
" Incumbent Response to Technological  Change: 
Hybrid Vehicle Development,”The 7th ISMOT Paper 
Proceedings, 2012.

Advances in Technology and Innovation Management, 
IEEE Technology Management Council, 2012（共編著）．
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福岡アメリカンセンター連携セミナー

QREC主催　
ブラウンバッグ・セミナー

「九州はアジアの昇龍企業に学べるか！」
-アジア新興国経済の急成長を支えるハイテク企業とその背景-

　この数年、世界経済が停滞する中アジア新興国経済は成
長を続け、いまや世界経済のエンジンは、アジアであり、「ア
ジアの時代」と言っても過言ではない状況です。アジアのハ
イテク企業創業者やその支援ネットワークの研究を続けて
いる、米国スタンフォード大学アジア・米国技術経営研究セ
ンター長、リチャード・B・ダッシャー教授を招聘し、アジアに
おけるベンチャーを中心としたハイテク企業の最新動向や
成長の背景、影響、九州・福岡が何を学ぶべきかにつき、福
岡アメリカンセンターとの共催でセミナーを行いました。

QREC／See-D連携ワークショップ

途上国の人々に届ける技術・サービスを考える
-世界を変える種（Seed）、一緒に育てよう-

　世界には、水・医療など最低限の生活必需品にアクセス
出来ず、貧困に苦しむ人が大勢いると同時に、技術があり
ながらも生活様式やニーズを認識しておらず、現地に合わ
せて作られた製品の提供が難しいのが現状です。日本の技
術力と途上国のニーズをつなげ、途上国が抱える課題解決
に結びつく製品開発を目的として立ち上げられた団体
“See-D”の協力を得て、See-D代表の遠藤 謙氏を始め同団
体3名の方にご協力頂き、途上国において必要とされる技術や
サービス（適正技術）を考えるワークショップを開催しました。

2012年度アジアラウンドテーブル

「東北発、地域再生・創生の試み」
-九州が震災被災地の復興・地域活性化活動に学ぶこと-

　2011年3月11日に起こった東日本大震災より、2年が
経過しました。被災地における地域復興・再生に向けた現
地の動等、震災被災地の現状を改めて認識するとともに、
新事業創出やまちづくり・コミュニティづくりに必要なもの
は何か等につき、より理解を深めるため、ボランティア活
動を行っている団体の代表、学生、大学教授等、現地の復
興に関わる様々な担い手の方、4名に報告頂きディスカッ
ションしました。東北に限らず九州も含めた、普遍的な地
域活性化、地域創生の在り方について考える事が出来た
イベントでした。

アントレプレナーシップ教育に関する
３日間の国際ワークショップ

今、求められるアントレプレナーシップ教育、
欧米アジアの先進事例から学ぶ

-アントレプレナーシップ教育に関する国際ワークショップ-

　先駆的なアントレプレナーシップ教育の実践者である
スウェーデンのGothenburg International Biosci-
ence  Bus iness  Schoo l ,  G IBBS　スクール長　
ブー・エドガー（Boo Edgar）博士、アメリカのEntre -
preneursh ip  Northwest ,  Bo ise ,  Idaho,  USA、
Max Planck Inst i tute for Economics,  Jena　
ノリス・クルーガー（Norris Krueger）博士、シンガポー
ルのNat i ona l  S i ngapo re  Un i ve r s i t y  （NUS） 
Entrepreneurship Centre　センター長　ワン・ポー・
カム（Poh-Kam WONG）博士の3名を招聘し、福岡と
東京で3日間のワークショップとセミナーを開催しました。
　国あるいは地域の状況によって、どのようなアントレプ
レナーシップ教育を行うべきかを議論し、日本のアントレ
プレナーシップ教育の在り方を再考する機会を多くの人
に提供する試みでした。1日目は福岡で一般公開のシン
ポジウム、2日目は学生向けのワークショップ、3日目は場
所を東京に移した教育者向けセミナー、と3日間に渡る国
際イベントを開催しました。

Kauffman Fellows Program/
QREC連携セミナー＆ワークショップ

新しいビジネスをデザインできる人材になるために

　イノベーション教育やグローバル人材教育に定評のある、
米国有力アントレプレナーシップ教育支援団体Kauffman 
Fellows Program(KFP)と連携し、また米国屈指のデザ
イン＆コンサルティング企業IDEOの協力も得て、ニュービ
ジネス創出に関するセミナー＆模擬授業を開催しました。

社会連携

組織戦略関係

　インターン等QRECの教育・研究のインフラ拡大やリソ
ース確保、情報発信・ネットワーク機会や場の確保を求め、
また、教育手法の進化や将来の収入確保のため積極的に
国内外の機関との連携を進めました。

【国内外組織との提携・連携等】

組織運営関係

　QRECの広報と情報発信のため、また、学生他ユーザー
へのサービス向上と浸透のため、下記の活動を行いました。

【広報・情報発信関係】

　2011年度に整備したイントラネット（サイボウズ®）の活
用を進めたほか、遠隔講義の増加に対応し、TV会議システ
ムのシリコンバレールームへの追加配備を行いました。

【組織効率化・教育環境の整備】

　学内研究室（3室）のほか、新規1社を含め大学発ベンチャ
ー企業(3室)へスペースを賃貸しました。

【インキュベーション施設の運営と管理】

　受講学生数の増加と教育リソースの確保、QREC活動の
認知拡大等を目的に、学内主要部局と連携関係拡大を進め
ました。2012年度は、芸術工科大学院の教員によるQREC
講義の一部担当が始まり、また、共同でIDEO等米国有力企
業との連携関係構築に着手しました。更にデザインストラテ
ジー専攻と翌年度以降の講義共同開講を目指して、連携関
係を結びました。
　更には工学研究院応用化学部門が中心となって予算要求
した､リーディング大学院構想に協力、国の予算確保を実現
しました。新年度からはQREC教員による同大学院での講義
を開講予定です。

【学内主要部局との連携】

組織・運営

日本創生ビレッジ（三菱地所）との提携関係を活用し
たアントレプレナーシップ教育シンポジウムの共同開
催（於：東京）

サンブリッジ・インターナショナル（米国）との提携関
係を活用した学生インターンの派遣

IDEO社やKauffman Fellows Program（KFP）
との共同事業の検討

国内有力企業との連携による企業人材育成事業の
検討

QRECのウェブサイトの運営と充実
（掲載内容の拡大と機能拡大）

QRECのパンフレット（日・英）の更新・配布

履修の手引のリニューアル・配布
（QREC教育内容の広報）

2011-2012 アニュアルレポートの作成、配布。
（日・英：QREC活動の広報）

全国VBL大会の開催（全国国立大学VBLの年次大
会を主催：情報発信の一環）
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講義ピックアップ

アイデアラボⅠ．Ⅱ
五十嵐 伸吾（QREC）

アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ

アントレプレナーシップ・マネジメントⅡ

テクノロジー・マーケティングⅠ
朱 穎（経済学研究院）

山田 仁一郎（大阪市立大学）

　アイデア・ラボはQRECの教育プログラムにおいては、アイデア創出

（Idea Generation）とアントレプレナーシップに関する気付き、動機

づけ（AwarenessあるいはMotivation）の中心科目です。起業に留

まらず、斬新な学術研究、新たなイノベーションを目指すのであれば、

常識に囚われない自由な発想力が必要になります。発想力あるいは創

造力を高めることが講義の目標です。アイデア創出の段階では発案し

たアイデアに「正解」はなく、最適と考えられるアイデアや解決策を選

択しなければいけません。しかも、どのようなアイデアが最適かは、タイ

ミング、時間軸、状況によって異なってきます。まず一度発散させた上

で多くのアイデアを捻出し、その中から最適なものを選び、収束させる

プロセスが大切です。グループあるいはチーム単位で相互に刺激し合

う状況を作り出すことも重要です。アイデア創出のプロセスやそれを

促進する相互関係を様々なグループワークを通じて学習します。

　本講義は、経営学の観点からイノベーション・マネジメント、

技術競争、及び技術の普及プロセスに関する基礎理論を紹

介し、「技術と市場」に関する考え方とフレームワークにつ

いて学びます。企業はどのようにしてイノベーションを生み

出し、それを経営成果に結び付けていくか、そのためにはど

うしたらいいのか。こうした実践的な問題に対する答えの手

掛かりを探るため、イノベーションという現象の特質と企業

競争への影響、さらにイノベーションの普及プロセスにおけ

る企業戦略の有り方について、経営学の基礎的概念・視点を

学び、具体事例のディスカッションを通じて、イノベーション

に取り組むということはどのようなことなのか、事例を追体

験し、理解することを目指します。

　授業の進め方としては、レクチャー、ケース・ディスカッシ

ョン、チームプロジェクトなどを組み合わせながら進めること

とします。
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テクノロジー・マーケティングⅡ

　新製品開発やその土台となるマーケティング、そのための

資金調達、あるいはうまく成長に導く戦略など様々な科目を

学習します。しかし、個々の科目で学んだ様々な知識を統合し

実践的に使えるスキルにまで高めるために、この科目では実

業家であるスリーロック株式会社 ジェフリー・B・シュナック代

表取締役社長を講師にむかえ、MARKSTRAT という現実の

市場環境を模したゲームによる体験学習を行います。　　　

　MARKSTRAT が提供する豊富なデータ（業界の概要、

競合他社の動き、市場の予測、市場調査データ、調査データ）

を吟味し、より詳細な分析を行います。そこから市場のニーズ

を把握し、より適切な意思決定を行うことを学びます。経営層

の意思決定を疑似体験できるばかりではなく、技術者が市場

の動きを学ぶことで「良いモノは売れる」という先入観を打破

し、いかに市場動向の予測に基づく製品開発が必要かを考え

る大切な機会を提供します。

Ⓡ

Ⓡ

※MARKSTRATはSTRATX Internationalの登録商標です。

玉置 浩伸（QREC）

教員

教員

教員

教員

玉置 浩伸（QREC）教員

　アントレプレナーシップ・マネジメントⅠは、「経営学語」を学ぶ事始め、です。アントレプレナー、すなわち新しく事

業をつくる人間の目から、この世界を見つめ直すのです。一口に新しく事業が生まれるといっても、様々な局面やハ

ードルがあるものです。多くの課題は、アントレプレナー、あるいは経営者の目線からみると、経営学の基本的な体系

の用語を使って考えることでなかで整理することができます。新しい「起業機会」の発見は、あらゆる所にあります。

アフリカの絶望的なエイズ蔓延に直面する医師。人口減少に悩む商店街の店主。彼らが立ち上がって、世界に偏在

する経営資源（ヒト・モノ・カネ）を探し求め、いかにそれらをつなげて動かし、プロジェクトの事業化を進めるのか。

　この講義では、第一線のアントレプレナーを（ぜいたくに）お招きして共に対話・議論しながら学びます。きっと、

経営学のもつ現代的意義と課題について理解できるようになれます。セッション終了後、受講生は、講義やアン

トレプレナーとの直接対話を通じて、アントレプレナーシップやイノベーション現象をとらえて分析し、具体的な

事例を掘り下げて、考察する能力や洞察を得る現代の教養としての「経営学語」を修得することになります。

　アントレプレナーシップ・マネジメントⅡは、Ⅰと併せて受講することにより、アントレプレナーにとって必要な

基礎知識が一通り学習できるよう設計されています。特にIIでは、会計、財務、マーケティング、販売、倫理と

いった幅広い分野をカバーします。これらの分野は一般に経営学と言われるものですが、特にスタートアップ

が直面する問題にフォーカスします。例えば、マーケティングでは大企業が採用するマスメディアを利用したマ

ーケティング手法やメディアミックスではなく、ベンチャーが実施可能なゲリラマーケティングを取り上げます。

　また、財務でも同様にベンチャー キャピタルとの交渉を視野に入れた財務分析や戦略を議論します。創業

者の裁量が大きいベンチャーにおいては倫理も大きな課題です。過去のベンチャー経営者の不祥事の事例を

学ぶことにより、高い倫理観の重要性を体感します。このように実践編QREC講義を理解するための基礎を

学ぶと同時に、アントレプレナーとしての基礎もしっかり身につく内容になっています。
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地域政策デザイン論
谷口 博文（産学連携センター）／堀尾 容康（炭素資源国際教育研究センター）

五十嵐 伸吾（QREC）

　人口減少・高齢化社会の到来、国際競争力の低下等厳しい環

境の中で、地域の活力を持続させ、新たな成長の途を探るために

は、中央に頼ることなく地域が自ら将来像を描き、その実現のた

めの方策を自分で企画立案できる能力を持つことが重要です。

　この授業は、地域の課題解決に貢献し、高い企画立案能力と実

践力を持つ人材育成を図るため、社会人も参加する講義・演習の

もとで、具体的な政策提言を行うプロセスを実体験するものです。

授業では、毎年ホットなテーマを取り上げ、様々な角度から徹底し

たグループ討論に委ねます。これまで成長戦略、観光、グローバル

人材育成、交通、エネルギー、危機管理・防災対策、農業、森林、

地域資源、医療と介護、高齢社会における地域コミュニティ、広域

行政、九州府構想などを議論してきました。

　社会の問題点を的確に把握し、現場の知恵を政策に組み立て

るプロセスは、クリエイティブな作業です。数名のチューターの指

導のもとに、グループワークの中で専門的な知識を学びながら新

たな発想で政策的仮説を立て、科学的な政策分析を経て、授業

最終日に政策発表を行います。

　QRECカリキュラム体系でこれまで学んだアイデア創出、戦略、組織、マーケテ

ィングなどの各科目の知識を統合（Integration）する最初の科目です。2012年

度では、インド人起業家が実際に開発した技術シード「アイスバッテリー™」の提

供を受け、これを1つの起業機会と見立てて、機会活用のためのアイデア創出、

どんな企業にしたいかのヴィジョンの検討、潜在市場の分析し、ビジネスモデルを

検討します。その上でプロトタイプを考え、実際に潜在顧客にインタビューを行い、

そのフィードバックを元にビジネスモデルの再構築を行います。現在、新規事業の

立ち上げ方として脚光を浴びるリーン・スタートアップを実行したのです。

　履修者も学部1年生から社会経験が豊富なビジネススクールの学生まで、

この履修学生を2つのチームに分け、各々が1つの会社と見立てています。

つまり、能力や経験などにバラつきがあるチームの構成員がいかに一つに

まとまり、組織としての力を発揮していけるかも問われたわけです。

　講義の最終回では、これまでの学習成果をビジネスプランとしてまとめ

上げ、技術提供者である起業家と東京のベンチャーキャピタリストの前でプ

レゼンテーションしました。その出来栄えに満足した起業家からは「教育だ

けでは勿体ないので実際にやってみないか？」と誘いを受けるほどでした。

このようにQRECでは、実際に体験することで学ぶ（Leaning by Doing）

科目を今後とも充実させていく計画です。

研究・技術経営論
谷川 徹（QREC）

　大学において専門教育を学んだだけでは実社会で通用しません。

専門知識とともに、自分たちの専門分野を含めた世界の様々な環境

変化や社会のニーズ、課題等を理解する力を得て初めて、社会に置

けるスタートを切ることができます。いわゆるT字型人間こそが社会

で競争力ある人材、リーダー人材となることができます。

　この講義は、受講する学生に対し、ビジネス界を中心とするゲスト

講師陣が、研究や技術を取り巻く世界の課題や環境変化、科学や技術

の社会での活かし方、社会における理系人材へのニーズ変化等、様々

な角度からの講義を行います。そして、毎回具体的なテーマに基づく

ディスカッションを学生間で行い、より深い理解を目指しています。

　2012年度は8回にわたり、「技術に勝って事業に負ける日本」

の著作で有名な妹尾賢一郎先生（特定営利法人産学連携推進機

構理事長）の他、科学技術ジャーナリスト、経済産業省官僚、知財

マネジメント企業代表、大手戦略コンサルティング企業幹部、大

手自動車会社研究開発責任者、デザイン誌編集長などから、様々

な切り口による問題提起を頂き授業を進めました。

ビジネスにおける競争優位性
高田 仁（経済学研究院）

　本科目は、企業が高いレベルの業績を安定的・継続的に上

げるための要件、特に、技術経営（MOT）の観点から他社に真

似できない競争優位の源泉となる中核的な能力や資源に着目

し、その形成や活用の手法について学びます。具体的には、コ

ア技術、知的財産、外部資源の取り込み（アライアンスや産学

官連携）、俊敏性と先発優位、技術ブランド、投資家から見た

競争優位性、等々のテーマを取り上げます。

　講義では、外部講師として一線で活躍する企業経営者を招

聘し、ディスカッションを通じて当該者の競争優位の源泉を明

らかにしていきます。具体的には、毎回事前課題に基づくレポ

ートを提出してもらい、講義当日はそれを持ち寄ってグループ

でディスカッションした後に、その内容を講師に対してプレゼン

テーションし、講評を受けながら更にディスカッションを重ねる

というスタイルで講義を進めます。

教員

教員教員
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受講生の声

■ 履修した科目

■ 履修した科目■ 履修した科目

工学部　建築学科　２年 起業有志団体 Q.E.D. 代表、Q.E.D. Project架け橋 代表、がやがや門運営サークル 事務局長　　

●アントレプレナーシップ入門　●アイデア・ラボⅠ　●アイデア・ラボⅡ　●アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ　●アントレプレナーシップ・マネジメントⅡ
●アントレプレナーシップ機会認知　●アントレプレナーシップ・オーガニゼー ション

すべての始まりはQREC。

　QRECとは、「他者に対して何らかの影響を及ぼす刺激的な人に出会える貴重な場所」であるという印象を強く受けまし
た。私自身、この「貴重な場所」で学び、様々なバックグラウンドを持つ人達と出会うことによって、今後のキャリアパスをも
う一度考え直す良い機会となりました。これから社会人として新たな道を進む上で、QRECの授業で学んだ数々の知識や
経験を存分に活かしていきたいと思います。
　みなさんも九大に在学している間に、一度は普段の座学では得られない、「刺激」をQRECで受けてみませんか？

今後のキャリアパスをもう一度考え直す良い機会となりました。

２１世紀プログラム課程　４年　

田中 惇敏

中村 麻莉 理学府　物理学専攻　1年

●研究・技術経営論

これまで触れたことのない分野。

兒玉 大輔

QREC 2012-13 ANNUAL REPORT QREC 2012-13 ANNUAL REPORT

　自分はQRECの授業を受講し、1年前では想像のつかない程の成長が出来ました。
　まず、考え方です。本当に大切なものがなにかについて考えること、論理的に考えることが出来るようになったのは
QRECの授業によるものだと思います。人と話し意思疎通することも長所であると感じることが出来るようにもなりました。
　次に行動力がつきました。自分のやりたかったことを実行出来るQ.E.D.という団体を立ち上げることができ、現在は25名の
切磋琢磨し合える大切な仲間がいます。本気で打ち込める活動があり、大学生活が充実していると自信を持って言えます。
　QRECの授業で学ぶ、普通のことを疑うこと、常識にとらわれないことは、簡単そうだが意外と難しいです。だからこそ求
められる力であり、習得すると面白いです。
　このようなアントレプレナーシップは必ずと言っていい程、どの専攻へも応用が利く精神であるため、将来を担う九大生
には是非学んで世界で活躍してほしいと思います。

●ハイテク・アントレプレナーシップ　●ニュービジネス・クリエーション　●ビジネスにおける競争優位性　●アントレプレナーシップファイナンス
●アントレプレナーシップ・オーガニゼーション　●アントレプレナーシップ・セミナーⅠ　●アントレプレナーシップ・セミナーⅡ　●テクノロジー・マーケティングⅡ

■ 履修した科目

QRECが受講できることは九大生の特権です。きっと新たな発見や出会いが得られます。

経済学府　産業マネジメント専攻（QBS）　2年　

●アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ　●アントレプレナーシップ・マネジメントⅡ　●アントレプレナーシップ・オーガニゼー ション　●テクノロジー・マーケティングⅡ
●アントレプレナーシップ・ファイナンス　●ビジネスにおける競争優位性　●ハイテク・アントレプレナーシップ

岩田 賢

　QRECが受講できることは九大生の特権です。社会人学生として「学び」の大切さ、そして重要さを実感している
毎日です。QBS生としてQRECが受講できることは「1粒で2度美味しい」まさにこの言葉に尽きます。自分が学生時
代に同様のプログラムがあったとしても、受講していたか疑問が残ります。しかし実務を経験した今では、QRECを受
講せずにはいられません。
　私はプロジェクト・マネジャーを志向しています。「起業家志望だからQRECを受講する」のではなく、現在そして将
来の業務でも十分役立つ知恵がそこには詰まっています。そして自分の選択肢も増えます。学びだけでなくQRECで
は多くの出会いも得られます。自分の将来に必要な知識や疑似体験の場を見逃してしまうことは、大いなる機会損失
です。九大生として与えられた特権をまず体験してみることをお勧めします。QRECできっと新たな発見や出会いが得
られます。

　もともと他の講義が取れなくなったため、「代わりに何か」という気持ちで探していましたが、受講してみると、これ
まで触れたことのない分野でとても興味深く聞くことができました。2コマ通しての授業で、グループワークありとい
うのも内容を深く考えるきっかけとなりました。また様々な講師陣により、多方面から産と学の関わりを見ることがで
きましたが、講義を通して、私自身の企業に対する見方は変わってきたと思います。現在就職活動に入りましたが、そ
の企業の研究や技術のあり方、国際戦略に目を向けるようになりました。好むところも変わってきたと思います。
　今後は、この講義で得られたものをきっかけに、ぜひ未来の仕組みを作りたいと思っています。   
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基礎編

前期

Motivation

Integration

後期

学部1，2年 学部3，4年、修士1，2年 博士・専門職大学院生

応用編

ロバート・ファン/
アントレプレナーシップ・
プログラム（QREP） 研究・技術経営論 QBS提供科目

アントレプレナーシップ・
セミナー Ⅰ.Ⅱ

アントレプレナーシップ
入門

＊：2013年度以降
　開講予定単位認定

検討中の科目

（注記）

◆：プロジェクト

アントレプレナーシップ・
オーガニゼーション
（グループダイナミクス演習）

コーポレート・
アントレプレナーシップ

ニュー・トレンド・
アントレプレナーシップ
（新興国ビジネス）

ハイテク・
アントレプレナーシップ

ソーシャル・
アントレプレナーシップ

地域政策デザイン論

起業価値評価

Kauffman Fellows  
Program連携講義

海外講師招聘
集中講義

ワークショップ

各種イベントアカデミック
チャレンジ（AC）

チャレンジ＆
クリエイション（C&C）

ニュービジネス・
クリエーション

ビジネス・プランニング
演習

インターンシップ

2012年3月現在

このカリキュラムは、全学の学生が副専攻的な位置付けで履修出来ます。上図のように基礎から実践へと段階的にアントレプレナーシ
ップが学習できるようにデザインしてあります。最初は、周囲の「問題」や自らの「志向」に気付くことが大切です。次に問題解決のため
には「アイデアを創出」（Idea Generation）する創造性を鍛え、「市場」を知り「戦略」を考え（Marketing/Strategy）、「お金」
（Finance）を集め、仲間を募り「組織的な活動」（Organizat ion/Group Dynamics）に拡大させる必要があります。このため
に必要な知識やノウハウ（Knowledge/Tool）を学び、それを統合(Integrat ion)し実践できるまでの科目を用意しています。

前期 後期 前期 後期

Knowledge/
Tool

ビジネス・プラン・
コンペティション

Organization/
Group 
Dynamics

実践編

＊

＊

＊

＊

アントレプレナーシップ・
マネジメント Ⅰ

アントレプレナーシップ・
マネジメント Ⅱ

Idea 
Generation アントレプレナーシップ

機会認知

アイデア・ラボ Ⅰ

アイデア・ラボ Ⅱ

Strategy/
Marketing

テクノロジー・
マーケティング Ⅰ

テクノロジー・
マーケティング Ⅱ

ビジネスにおける
競争優位性

Finance アントレプレナーシップ・
ファイナンス

カリキュラムチャート

◆

◆

QREC 2012-13 ANNUAL REPORT
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アントレプレナーシップ・セミナーⅡ

玉置　浩伸（QREC）

アントレプレナーシップ機会認知 伊都キャンパス
（センター１号館/１３０２教室）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

後期（前半）
水曜日､5,6限２コマ連続五十嵐　伸吾（QREC）

谷川　徹（QREC）

科目名

教員名/連絡先

メイン教室

開講時期

概　要 科　目

講義一覧

社会の一線で活躍するゲスト講師
招聘によるインタラクティングによ
る議論。学生企画委員による講義
運営。

社会で起きているいろいろな事象
（環境問題、資源の枯渇、高齢化
社会、産業の成熟化）や地図、図
表等を複合的に組合せ、それを読
み解く演習を行う。

講義 8科目

アントレプレナーシップ入門

※シラバスはP.37参照

伊都キャンパス
（センター２号館/２３０７教室）

遠隔講義あり

遠隔講義あり

遠隔講義あり

遠隔講義あり

遠隔講義あり

遠隔講義あり

遠隔講義あり

前期（前半）
水曜日､5,6限２コマ連続五十嵐　伸吾（QREC）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

アントレプレナーシップの入門編。
全般を網羅的に学習する。

アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ 箱崎キャンパス
（創造パビリオン/ゼミナール室）

箱崎キャンパス
（創造パビリオン/ゼミナール室）

箱崎キャンパス
（２１世紀交流プラザⅠ/多目的ホール）

前期　土曜日、３-５限３コマ連続/
　　　日曜日、１-２限２コマ連続

前期
土曜日､1,2限２コマ連続

山田　仁一郎（大阪市立大学大学院）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

戦略、組織、技術経営（MOT)など
経営学の基礎を学び、ケーススタ
ディーで応用力を鍛える。

アントレプレナーシップ・マネジメントⅡ

玉置　浩伸（QREC）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

実際の問題を履修者で議論した後、
最適な解決方法は何かを検討する。
（エントラプレナーシップ・マネジメ
ントⅠと相互補完関係にある）

アイデア・ラボⅠ 伊都キャンパス
（センター２号館/２３０７教室）

前期（後半）
水曜日､5,6限２コマ連続五十嵐　伸吾（QREC）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

創造力、発想力の伸張を目指す。
発散的技法等の発想を学んだ後、
グループワークを用いて、それを
チームとしていかにブラッシュアッ
プできるかを学ぶ。

ロバート・ファン/
アントレプレナーシップ・プログラム
（QREP)

事前：箱崎キャンパス
現地：シリコンバレー
事後：JR博多シティ

後期
1、2月事前講義、3月現地、総括講義

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

米国シリコンバレーSVの起業家、
NPO,留学生、移民、ビジネスマ
ン、研究者と直接対話。アントレ
プレナーシップの本質と個人の生
き方を理解する。

アントレプレナーシップ・セミナーⅠ 伊都キャンパス
（センター１号館/１３０２教室）

後期（前半）
金曜日､5,6限２コマ連続

後期（後半）
金曜日､5,6限２コマ連続

玉置　浩伸（QREC）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

社会の一線で活躍するゲスト講師
招聘によるインタラクティングによ
る議論。低年次からのキャリアデ
ザイン支援。

ビジネスにおける競争優位性

高田　仁（経済学研究院）

地域政策デザイン論 総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

ー

ー

○

ー

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

ー

○

○

○

後期（後半）
水曜日､5,6限２コマ連続

谷口　博文、堀尾　容康
（産学連携センター）

谷川　徹（QREC）

科目名

教員名/連絡先

メイン教室

開講時期

概　要 科　目

知的財産権、先行者利得等を駆
使していかに競争優位性を確保
していくかを学ぶ。

アントレプレナーシップの観点よ
り、いかに政策を立案すべきか
を学ぶ。

アントレプレナーシップ・
オーガニゼーション

黒木　正樹（立命館大学）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

管理の幅、階層性、水平分業など
「組織」の基礎概念を事例を交え
て学習し、いかに段階的に組織を
立ち上げていくかを習得する。

テクノロジー・マーケティングⅠ

箱崎キャンパス
（創造パビリオン/ゼミナール室）

箱崎キャンパス
（創造パビリオン/ゼミナール室）

箱崎キャンパス
（創造パビリオン/ゼミナール室）

箱崎キャンパス
（創造パビリオン/ゼミナール室）

博多駅サテライトキャンパス等、
西新プラザ

箱崎キャンパス
（創造パビリオン/ゼミナール室）

前期・隔週　
土曜日､3,4限２コマ連続

後期
土曜日､3,4限２コマ連続

前期
土曜日、１-５限５コマ連続

朱　穎（経済学研究院）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

MO T（M a n a g e m e n t  o f  
T e c h n o l o g y ）の観点から
市場創造の基礎知識を学ぶ。

テクノロジー・マーケティングⅡ 総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

上述Ⅰに引き続き、マネジメントゲ
ームを用いて「新製品」開発を疑
似体験し、そこから市場と製品開
発のギャップを考えさせる。

研究・技術経営論
：競争力ある研究者、技術者、リーダーになるために

箱崎キャンパス
（旧工学部本館/4番講義室）

玉置　浩伸（QREC）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

ー

○

○

ー

産官学各界の講師を招聘し、
MOTの基礎を学ぶ。方法論にと
どまらず、研究や技術の社会的位
置づけ、研究者、技術者のありか
たを再考させる。

アイデア・ラボⅡ
総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

具体的なテーマ（貧困撲滅、地球
環境保全、耕作放棄地低減、不法
駐輪撲滅等）を解決策をグループ
ワークにより議論する。

アントレプレナーシップ・ファイナンス

伊都キャンパス
（センター１号館/１３０２教室）

後期
土曜日､3-５限3コマ連続

通期
土曜日､14:00～18:30

ニュービジネス・クリエーション 総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

基礎科目で学んだ知識、ノウハウ
を統合させ実際のビジネスシード
から、事業立ち上げのためのシナ
リオ（戦略）立案、経営資源の獲得
の演習を行う。

箱崎キャンパス
産学連携棟Ⅰ シリコンバレールーム

後期
土曜日１、２限２コマ連続

ハイテク・アントレプレナーシップ 総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

○
五十嵐　伸吾（QREC）

五十嵐　伸吾（QREC）

技術ベースのビジネスの立ち上
げの演習を行う。授業はケース
スタディー、実際の技術シードを
使用し、グループワークによって
知財の確保、コンピテンシーの
確立、そのための提携を含めた
事業戦略の立案を行う。

箱崎キャンパス
（創造パビリオン/ゼミナール室）

前期
金曜日、１８：５０～２２：００

後期
金曜日､4,5限２コマ連続

後期・隔週
火曜日１８：５０～２２：００

東出　浩教（早稲田大学ビジネススクール）

五十嵐　伸吾（QREC）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

ー

○

○

ー

投資なのか借入なのか、そのため
の事業価値評価の手法等の学び
お金の調達方法の習得を目指す。
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遠隔講義あり

基礎 講義 7科目応用

講義 3科目実践
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講義データ

99名

［男女比］ ［受講者全体の中での留学生比］

476名

24名

500名 500名

［聴講生］

9名

73名82名401名

女性

文学部［学部生］

20 21

14名

500名
316名

教育学部 1名
法学部

■修士１年生/  88名　

■修士2年生/112名

■博士1年生/    0名　

■博士2年生/    5名

■博士3年生/    7名

20名
経済学部 88名

歯学部 1名
薬学部 3名

理学部 25名

工学部 60名
芸術工学部 29名
農学部 11名
21世紀プログラム 33名

［大学院生］

医学部 3名

◆アントレプレナーシップ入門（水曜5,6限）

各講義科目ごとの受講生数

28名

比較社会文化学府 1名

人間環境学府 1名

法学府 1名
経済学府 84名

理学府 4名

医学系学府 5名
工学府 22名
芸術工学府 17名
システム情報科学府

数理学府 1名
システム生命科学府 3名

統合理工学府 7名
生物資源環境科学府 33名
統合新領域学府 5名

212名

288名

［学部・大学院別比］

※受講生とは正式な履修登録を行った学生（聴講生、社会人は除く）

64名

受講生数

昨年

↑

◆研究・技術経営論（金曜4,5限） 23名
◆アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ 3 1 名

◆アイデア・ラボⅡ（水曜5,6限） 2 1名
◆アントレプレナーシップ・マネジメントⅡ（土曜1,2限） 25名

◆アントレプレナーシップ・ファイナンス（土曜3～5限）25名
◆アイデア・ラボⅠ（水曜5,6限） 59名

◆ビジネスにおける競争優位性（火曜18:50～22:00） 33名
◆アントレプレナーシップ・セミナーⅠ（金曜5,6限） 7 5名

◆地域政策デザイン論（土曜14:00～17:30） 1 5名
◆QREP（３月実施） 2 1名

◆アントレプレナーシップ・セミナーⅡ（金曜5,6限） 45名
◆アントレプレナーシップ機会認知（水曜5,6限） 32名
◆アントレプレナーシップ・オーガニゼーション（土曜3,4限）1 8名

◆テクノロジー・マーケティングⅡ（土曜1～5限） 30名

◆テクノロジー・マーケティングⅠ（土曜3,4限） 20名

◆ハイテク・アントレプレナーシップ（金曜6,7限） 25名

◆ニュービジネス・クリエーション（土曜1,2限） 20名

学年別
受講生数
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500名学部生 大学院生

学部生

大学院生

男性

女性

男性

留学生

日本人

留学生

日本人

学外聴講生

学内聴講生

学外聴講生

学内聴講生

89名

123名

（土曜3,4,5限）
（日曜1,2限）

288名
文系

理系

文系

理系

文系

理系

■１年生/124名　

■2年生/  74名

■3年生/  29名　

■4年生/  61名

156名

132名

学年別
受講生数

212名
文系

理系

文学部

教育学部

法学部

経済学部

歯学部

薬学部 理学部

工学部

芸術工学部

農学部

21世紀プログラム

医学部

比較社会文化学府

人間環境学府

法学府

経済学府

理学府

医学系学府工学府

芸術工学府

システム情報科学府

数理学府
システム生命科学府

統合理工学府

生物資源環境科学府

統合新領域学府
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プロジェクト名

最優秀賞

優秀賞

優秀賞

特別賞

化粧品の持続型循環デザイン提案・商品化に向けて　“RE COSME PROJECT" 坂口　　翠

十時　寛典

馬　　麗那

吉竹　　恒

小渕　航平

藤田　耕輔

柳原　大希

野口　浩平

工学府

芸術工学府

芸術工学府

工学府

工学府

工学府

統合新領域学府

統合新領域学府

人間環境学府

M２

M２

D２

M1

M１

M2

M１

M１

事業構想プロジェクト

自由テーマ

自由テーマ

自由テーマ

自由テーマ

自由テーマ

自由テーマ

事業構想プロジェクト

安全な無人航空機システムの開発

中国・台湾留学生をモニターとして構想する孫文・宮崎滔天の
絆（きずな）再生プロジェクトと着地型荒尾市創造的観光プログラムの提案

科学教室プロジェクト

車の表情に対する人間工学的なアプローチを用いたデザイン提案

私からプロジェクト

第３回糸島市地域活性化プランコンテスト

ＥＶ充電器の位置情報及び利用状況のリアルタイム配信サービスの構築

代表者名 学府・学部 専攻・学科 学年 区分

C＆C２０１2年度スケジュール

C&C2012 【採択者一覧】

ユーザー感性学専攻

航空宇宙工学専攻

環境・遺産デザインコース

航空宇宙工学専攻

芸術工学専攻

ユーザー感性学専攻

機械工学専攻

山口　浩介 M2 事業構想プロジェクト糸島空き家プロジェクト「触発し合う古民家オフィス」
～学生活動拠点の創出による地域活性化に向けたビジネスモデル構築に関する研究～

都市共生デザイン専攻

機械工学専攻

４月

５月２4日（木）

5月31日（木）

１０月１８日（木）

２０１3年2月１2日（火）

２０１３年５月１０日（金）

公募開始

応募者審査会
（応募数３１件のうち９名が採択決定）

事務手続き説明会

中間発表会

成果報告会
（総長賞の決定２０１２年度は３件、特別賞１件）

総長賞表彰式

プロジェクト

QREC 2012-13 ANNUAL REPORT

◆2月12日（火）成果報告会にて総長賞（最優秀賞・優秀賞）特別賞を決定しました。
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C&C（チャレンジ＆クリエイション）
http://qrec.kyushu-u.ac.jp/researches/cc

特色あるプロジェクト／
カリキュラム

　
　
　

　　
　　
ROBERT T. HUANG  ENTREPREN

EU
R
SH
IP  C

EN
TER  OF  KYUSHU UNIVERSIT

Y
　C&C（チャレンジ＆クリエイション）は、「キャンパスから創造と挑戦の風を起こ

そう」を掲げ、九州大学に在籍する院生や学生が自ら企画するユニークな研究・

調査プロジェクトについて、助成、実行のサポートする全学事業で、1997年より

スタートし、現在では、九州大学の独自性を示す象徴的なプロジェクトです。院生・

学生自らが若者らしい完成に基づくユニークな研究・調査プロジェクトを企画・計

画し、自らが実践することで創造性発揮の喜びを知る機会を提供しています。

　2012年度は、個性豊かなものが多く、行政や地域のコミュニティ活動へつ

ながるプロジェクトが多く見られました。また、学外コンテストにて受賞を受ける

プロジェクト等もでてきています。
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24 25

QSHOP

申請テーマ

全ランタノイド元素と微生物との相互作用解明 塩津　弘之

山藤　芽実

松岡　悠太

大山　翼

澁谷　亮三

池田恵理子

相川　明久

鈴木　恒晴

理学府

薬学府

薬学府

薬学府

薬学府

薬学府

工学府

システム情報科学府

野村　竜也 システム情報科学府

M1

M1

M2

D1

M2

D3

M2

M2

理学府　化学専攻　
無機反応化学研究室

工学研究院
海洋システム工学部門
システム情報科学研究院
エレクトロニクス部門

稲盛フロンティア
研究センター

薬学研究院　薬剤学

教授  大嶋 孝志

教授  大戸 茂弘

教授  安東　 潤

准教授 宇都宮 聡

准教授 野田 百実

准教授 山田 健一

准教授 浜瀬 健司

准教授 佐藤 泰造

新規メディカルガス・水素の神経保護・酸化ストレス耐性機構の分子メカニズム解明

生体内ラジカル中間体の選択的検出・同定手法の開発

睡眠障害・リズム障害の診断を目的としたヒト内因性メラトニン高感度分析の実用化

白金触媒を用いたアリルアルコールの水酸基活性化による直接アルキル化反応の開発

慢性腎不全（ＣＫＤ）に伴う生体恒常性破綻機構の解明および新規ＣＫＤ時間薬物療法の構築

発光色素を用いたキャビテーションによる物体表面の圧力分布計測

フレキシブル情報端末実現に向けた高速薄膜トランジスタ基盤技術の創成

局所純スピン流注入によるマルチビット磁気記録技術の開発

氏名 学府・学部 専攻・学科 学年 指導教員所属 指導教員

第5回 AC2012 【採択者一覧】

化学専攻

創薬科学専攻

創薬科学専攻

創薬科学専攻

創薬科学専攻

医療薬科学専攻

海洋システム工学専攻

電気電子工学専攻

M1

薬学研究院

薬学研究院

薬学研究院

薬学研究院　
生体分析化学分野

教授 木村　 崇電気電子工学専攻

長澤　麻央 生物資源環境科学府脳内のアミノ酸代謝を軸としたうつ病の発症メカニズムの解明 D1 農学研究院 教授 古瀬 充宏

2012年度は、5チームが参加。以下の店舗が出店しました。  優勝はROEを最大化できたチーム！

会社名：まいっちゃった♡てへぺろ　

会社名：祭り男児

会社名：城戸食品 株式会社

会社名：株式会社 なつフーズ

会社名：FREE休憩所～ドクターフィッシュ始めました～

1位

２位

３位

４位

５位

事業内容：はしまきの製造・販売

事業内容：駄菓子屋（駄菓子の販売、型抜き）

事業内容：角煮まんの製造・販売

事業内容：フルーツポンチの販売

事業内容：ドクターフィッシュの足湯、飲み物の提供

4-5月中旬 運営委員募集

5-6月 参加団体募集

7月21日（土） オリエンテーション・全体講義

ビジネスプラン発表会&審査会

9月26日（水）締切

10月中旬～九大祭前日 各種手続き・事前準備

2012年度　実施状況

４月

６月21日（木）

６月２9日（金）

１０月２６日（金）

２０１3年2月１3日（水）

公募開始

アカデミックチャレンジ審査会
（応募数３０名のうち１０名が採択決定）

事務手続き説明会

中間発表会

成果報告会

プロジェクト
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資源生物科学専攻代謝・
行動制御学講座

どんな事業を行いたいか、売り上げ目標は？ターゲットは？ 売り方は？等を考えて事業計画書を作成

会社を設立し、販売活動の準備。

九大祭：販売活動 起業家にとっては、準備してきた事を出す場所。

10月27日（土）
各起業家チームがビジネスプランを発表し、スポンサー候補（ベンチャーキャピタリストと呼ぶ）との
交渉の末、ビジネスプランと投資比率が決定。

11月24日（土）、25日（日）

株主総会、表彰 決算を行い、株主に経営報告。利益配当を行い、会社を解散。12月1日（土）

C&C2012成果報告会 これまでの活動の一連を発表。2013年2月12日（火）

http://qrec.kyushu-u.ac.jp/researches/ac
AC（アカデミックチャレンジ）

AC２０１2年度スケジュール

QSHOP（九大祭起業体験プログラム）
http://qrec.kyushu-u.ac.jp/educations/program/qshop

　九大祭起業体験プログラム（QSHOP）は、

九大祭での模擬店出店を起業機会とし、将来

の起業家の卵である参加学生が「起業家」に

なり、会社組織を設立。九大祭を通じて、会社

経営の基礎を学び、実際の会社運営を体験し

ます。模擬店を出して販売活動を行うだけで

なく、ビジネスプランの発表や株主総会等、

本物のベンチャーキャピタリストや公認会計

士、司法書士、銀行員などによるサポートを

受け、起業（会社設立）の流れを実際に現金

を使って実体験するプロジェクト・ベースド・ラ

ーニング（PBL）の一環として位置づけてい

ます。プログラムの中では、各起業家チーム

は、ROE(Return on Equity：自己資本利

益率)を最大化することを目標として活動し、

最終順位を決定する為、競合他社の動きなど

も学習する機会となります。

　AC（アカデミックチャレンジ）とは、九州大学に在籍する院生を対象にした研究

助成です。学生自らが研究計画を企画し、必要な資金を手当てし、実際の研究を行

う、一連の実践を通じて「研究マネジメント」を習得することを狙いとしています。

将来のイノベーションにつながる萌芽的な研究を促進するために学生が自らの発

想で学術研究に向き合い、独創性、柔軟性を発揮できる機会を提供します。

　2012年度は、他団体より学部資金を得て研究の機会を広げたプロジェクトも

ありました。
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到着→入国手続き→バス移動（サンフランシスコ観光）→QREP趣旨説明：谷川教授→「ＱＲＥＰで何を学んでほしいか」九大CAオフィス所長 松尾正人→九大/早稲田
OBとの懇談会 九大カリフォルニアオフィス主催 Welcome Reception

国際キャリア論/Evernote 寺崎和久氏→起業論・起業家精神論/Ginzametr ics 共同創始者&CEO Mr.Ray Gr ieselhunber→グローバルビジネス環境論/
エノテックコンサルティング代表 海部美知氏→国際キャリア論/日本人留学生パネルディスカッション Stanford Univ . ,  SJSU他 6名

国際企業・国際キャリア論/Oracle訪問 Oracle日本人社員とディスカッション→国際企業論/Google訪問→起業手法論/Plug & Play訪問（日本人VBよりプレゼン）→
日本企業論/SVIFセミナー参加 講師：Fenox Venture Capital, GＰ & CEO Mr.Anis Uzzaman

国際キャリア論 CookPad Ms.Shan Riku→国際職業人論：日本人職業人のパネルディスカッション Apple, ATA VC, Yammer, Alchimer等の企業人→ソーシャル/
アントレプレナーシップ論/Banetech Mr.Aalon Fireston→中間課題整理/討議→研究・技術・キャリア論 JBC（日本人バイオ研究者団体）パネルディスカッション）

3/3（日）

3/4（月）

3/5（火）

3/6（水）

3/7（木）

3/8（金）

3/9（土）

26 27

（九州大学ロバート・ファン／アントレプレナーシップ・プログラム）

http://qrec.kyushu-u.ac.jp/educations/program/qrep

２０12年度QREP現地スケジュール

チャレンジ精神とグローバル意識を育むプログラム

２０１2年度アントレプレナーシップ・セミナーⅠ 講義日程 ２０１2年度アントレプレナーシップ・セミナーⅡ 講義日程

■起業家精神（チャレンジ精神）を醸成

■グローバル意識（国際性）を高める

■多様な価値観に触れる経験を与える

■個人としての自覚向上（積極性、主体性向上）

■大学で学ぶ意味・意義の理解と学習意欲の向上

■世界トップレベルの研究やビジネスを知る

■起業に関する知識・実情理解

■社会で競争力あるタフな人材養成
アントレプレナーシップ・セミナーⅠ : 私たちが起業を目指す方に一番伝えたいこと
アントレプレナーシップ・セミナーⅡ : 今までの10年とこれからの10年

デザイン思考論/ IDEO訪問→研究マネジメント・研究キャリア論/スタンフォード大 山本喜久教授→ d.schoo l  ツアー→キャンパスツアー→国際企業論：
Stan fo rd  大クラス参加： S tan fo rd学生と討議（Pro f .  R i cha rd  Dashe r）→ Stan fo rd学生との交換会

出国手続き等→帰国

カリキュラム

人材論・グローバルキャリア論/TP Partners MD 立野智之氏→グローバル企業とキャリア論/前KPMG副会長吉原寛章氏→VC論・キャリア論/DCM パートナー 伊佐山元氏→ 
総括課題整理/討議→九大カルフォルニアオフィス主催　Farewell Reception（学生よりの発表：講師陣、卒業生等参加）
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第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

１２月７日（金）

１２月１４日（金）

１２月２１日（金）

１月１１日（金）

１月１７日（木）

１月２５日（金）

１月２５日（金）

２月１日（金）

アズグループホールディングス株式会社　代表取締役　松田元 氏

ビジョンイマジン代表 兼 スプレーアーティスト　川名慶彦（アーティスト名：YOSHI） 氏

株式会社旅キャピタル　CTO　藤田伸一 氏

九州大学ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター　特任准教授　玉置浩伸 氏

未来工業株式会社　取締役相談役　山田昭男 氏

一般社団法人　学生就職支援協会　代表理事　小石原隆史 氏

NHN Japan株式会社　執行役員 広告事業グループ 事業グループ長　田端信太郎 氏　

アブラハム・グループ・ホールディングス株式会社　代表取締役社長　高岡壮一郎 氏

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

10月5日（金）

10月12日（金）

10月19日（金）

10月27日（金）

11月2日（金）

11月9日（金）

11月16日（金）

11月30日（金）

アキュメンバイオファーマ株式会社　代表取締役兼CEO　鍵本忠尚 氏

株式会社メディエイター　代表取締役社長　黒木英隆 氏

ライフネット生命保険株式会社　代表取締役副社長　岩瀬大輔 氏

タクミク・ATR合同会社　エコ・プロポーザー　久岡貴弘 氏

小僧com株式会社　代表取締役会長兼社長　平松庚三 氏（元 株式会社ライブドア）

レバレッジコンサルティング株式会社　代表取締役社長兼CEO　本田直之 氏

株式会社ベガコーポレーション　代表取締役　浮城智和 氏

株式会社スターフライヤー　代表取締役　社長執行役員　米原愼一 氏　

http://qrec.kyushu-u.ac.jp/educations/program/company

アントレプレナーシップ・セミナーⅠ・Ⅱ

２０１2年度のテーマ

QREP

目的

　新産業の創出のためには、シーズを生み出す研究活動とあわせ、新しいことへの挑戦を促すアントレプレナーシップ（起業家

精神）に富む人材育成が必要です。QRECでは、アントレプレナーシップ涵養と学生個々が自らのキャリアを考える機会提供を目

的として、例年、オムニバス形式の「アントレプレナーシップ・セミナーⅠ・Ⅱ」を企画・開催しています。
　九州大学OB、ロバート・ファン博士らの支援によるアントレプレナーシップと国際感覚の涵養を目的とした教育プログラム。

米国シリコンバレーに１週間滞在し、多彩な現地講師らによる講義や現地企業訪問、スタンフォード大学の学生との交流等

を通じて、自らのキャリア形成を考え、チャレンジ精神・国際意識を高める機会を提供しています。今年度は、九州大学の理

系文系の多様な学部や大学院から20人、協定校である早稲田大学の学生4人、それに1名の社会人を加えて実施されまし

た。シリコンバレーの多様な価値観に驚き、また日本とは全く異なる生き方や企業文化に触れて､学生達は強い刺激を受け、

今後の生き方を大きく変化させることになりました。
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QREC主催　ブラウンバッグ・セミナー「九州はアジアの昇龍企業に学べるか！」
－アジア新興国経済の急成長を支えるハイテク企業とその背景－

福岡アメリカンセンター連携セミナー

［開催日］ 2012年7月3日（火）　［場　所］ 福岡アメリカン・センター ホール

デロイトトーマツコンサルティング（株）連携QRECサマーキャンプ
－コンサルタントの分析手法に学ぶ－

デロイトトーマツコンサルティング (株) 連携 QRECサマーキャンプ

［開催日］ 2012年9月24日（月）～26日（水）　
［場　所］ 九州大学 箱崎キャンパス 産学連携棟I アントレプレナーシップセンター 2階 シリコンバレールーム

今、求められるアントレプレナーシップ教育、欧米アジアの先進事例から学ぶ
－アントレプレナーシップ教育に関する国際ワークショップ－

アントレプレナーシップ教育に関する３日間の国際シンポジウム

［開催日］ 2012年7月17日（火）～19日（木）　［場　所］ 1日目（福岡） アクロス福岡　7階　大会議室
2日目（福岡） 九州大学 箱崎キャンパス 創造パビリオン2階 ゼミナール室
3日目（東京） 東京21cクラブ　「コラボレーションスペース」

イベント／ワークショップ

　7月3日（火）にスタンフォード大学アジア・米国技術経営研究センター長　リチャード・B・ダッシャー教授をお招きし、在福岡米国領

事館と共催にて、セミナーを開催しました。昨年度に引き続き、ブラウンバックランチセミナーという形で、カジュアルな雰囲気で参加

できるセミナーの形式をとりました。今回は、学生だけでなく一般の方も参加頂けるものとし、アジアのハイテク企業やベンチャー企業

に精通するダッシャー教授より、イノベーション

実現の為にはなぜ起業家が重要か、九州はど

うやって急成長企業を育てるかといったテーマ

について、多彩なデータを用いて、ご講演頂き

ました。ここ数年、アジア新興国経済は成長を

続け、いまや世界経済のエンジンは、アジアで

あり、「アジアの時代」と言っても過言ではない

状況であります。ダッシャー教授の示唆は、参

加者の方へ多くのヒントと刺激になりました。

　7月17日（火）、18日（水）、19日（木）の3日間で、

QRECの初めての試みとなる国際シンポジウムを開

催しました。欧米アジアの先端的なアントレプレナー

シップ教育の実践者を招聘し、福岡、東京にて、様

々な聴衆の方々にアントレプレナーシップ教育の必

要性を知り、認知度の向上を目指す試みでした。欧

米アジアの3地域からの講師として、スウェーデンの

ヨーテボリ・インターナショナル・バイオサイエンス・

ビジネス・スクール　スクール長／ブー・エドガー

（Boo Edgar）博士、アメリカからアントレプレナー

シップ・ノースウエスト ノリス・クルーガー（Norris 

Krueger）博士、シンガポール国立大学アントレプ

レナーシップ･センター センター長 ワン・ポー・カム

（Poh-Kam WONG）博士を招聘しました。

　3日間のシンポジウムの1日目は、日米同時通

訳有りの一般公開のシンポジウムとし、第1部で

は、学生のプロジェクト活動成果発表として

1997年より開催されているチャレンジ＆クリエ

イション（C&C）で優秀賞、最優秀賞を受賞した

学生より成果報告を行いました。基調講演では、

日本ユニシス株式会社特別顧問　島田精一氏の

講演、招聘講師の方々には、各国の事例を紹介頂

いた後、パネルディスカッションで、アントレプレ

ナーシップ教育について、深い議論が行われまし

た。2日目は、学生向けのワークショップでした。

インターンで来ていたスウェーデンの学生も参加

し、インターナショナルな環境でグループワークを

行うことや、英語で3つの講義を受講するという

大変貴重な体験ができたのではないでしょうか。

3日目は、場所を東京に移し、教育者向けに「アン

トレプレナーシップ教育と地域イノベーションシ

ステムの実例」の講演、パネルディスカッションを

行い、3日間に渡り、様々な形でアントレプレナー

シップ教育について知見を深める先鞭をつける

試みとなりました。

　9月24日（月）から26日（水）までの3日間で、デロイトトーマツコンサルティング株式会社と連携し、企業コンサルティング

の実際を学ぶワークショップをサマーキャンプと題して開催しました。参加した学生が企業コンサルティングの技法を体験し、

学ぶことを目的とし、基礎知識、リサーチ技法、問題分析、戦略立案など実際にコンサルタントが使用するフレームワークを使い

ながらグループワークを行いました。今回の

テーマは、「九州のインバウンド観光客を倍

増させるためのマーケティング施策の検討」。

クライアントは、九州観光ツーリズム協会。

観光という身近なテーマで、企業における経

営判断と活動がどのようにして行われてい

るか、その評価はどのようにするべきか、新

しい価値創造のための企画立案手法はどう

あるべきかなど、多くのことが学べる機会と

なりました。
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イベント／ワークショップ

　11月4日（日）に米国の有力なアントレプレナーシップ教育（イノベーション人材育成）支援団体であるKauffman Fellows 
Program(KFP)と共催し、午前中は、学生、一般向けに、日・英同時通訳有りのセミナー、午後は、学生向けに英語による授業形
式のワークショップを開催しました。午前中のセミナーでは、イノベーション教育のノウハウに定評のある米国KFPのPresident
＆CEOであるフィリップ G ウィッカム（Phillip G. Wickam）氏より、企業と大学の連携の事例、また、米国屈指のデザイン＆コ
ンサルティング企業であるIDEO社にもご協力頂き、IDEO Asia代表のサンジーン リャン（Sungene Ryang）氏にも連携の事
例をお話頂きました。午後は、場所を創造パビリオンに移し、学生向けにKFPからは、ニュービジネス創造とファイナンス、IDEO
からは、「理想の財布をデザインしましょう！」と題したデザイン・
シンキング入門の2つの模擬講義を行いました。学生も初めの
うちは、英語の授業に緊張していましたが、今の問題点やそれ
に変わるアイデアを考え、プロトタイプを作成する過程の中で、
終わる頃には、英語での講義を楽しんでいました。
　2013年度には、「デザイン・シンキング」という講義を芸術
工学院と開講することも決定しています。

　3月20日（水）に福岡県産業科学技術振興財団（ふくおかIST）、九州大学知的財産本部（IMAQ）と共催、アジアラウンドテーブ
ルを開催しました。2011年3月11日に起こった東日本大震災より、2年が経過し、被災地における地域復興・再生に向けた現地の
動きの現状を認識することで、東北に限らず、九州に於いても新事業創出やまちづくり・コミュニティづくりの方向性について考え
る機会となりました。現地に関わる様々な担い手として、前戸倉
復興支援団代表 厨勝義氏、気仙沼でボランティア活動を行う九
州の復興支援学生ボランティア代表として活動している九州大
学工学部2年 田中惇敏氏、NPO組織Motivation Maker共同
代表 横田幸信氏、東北大学大学院経済学研究科教授 福嶋路氏
よりご講演頂きました。
　また、同時開催で、毎年3月にシリコンバレーにて研修を行う
QREPに参加した九州大学と早稲田大学の学生による成果報告
会も行いました。学生達が現地で感じた感想と日本を活性化さ
せるビジネス（プロジェクト）について発表を行い、パネラーの方
よりアドバイスを頂き、知見を深めました。

　12月2日（日）に、See-Dと連携し、途上国の人々に届ける技術・サービス（適正技術）を考えるワークショップを開催しま
した。See-Dは、日本の技術力と途上国のニーズをつなげ、途上国が抱える課題を解決する製品開発を目的として立ち上げ
られた団体で、ワークショップでは、See-D代表、MIT D-lab講師、ソニーコンピュータサイエンス研究所 アソシエイトリサ
ーチャー 遠藤謙氏を始め、計4名の講師にお越し頂き、各グループのファシリテーターとして参加しました。
　世界には、水・医療など最低限の生活必需品にアクセス出来ず、貧困に苦しむ人が大勢います。同時に、日本では技術があ
りながらも生活様式やニーズを認識しておらず、現地に合わせ
て作られた製品の提供が難しくなっています。その現状を打破
するべく、バングラディシュ、ベトナム、ラオス、インドの4カ国
を各チームのテーマとし、実際にアイデアを考え、製品・サービ
スについて、プロトタイプを作成し発表しました。各参加者の
理解の高い密度の濃いワークショップとなり、今後は、講義と
して取り入れることとなりました。
　2013年度は、実際に現地に赴き、学生が実際にフィールド
トリップをして体験する講義「新興国アントレプレナーシップ」
を開講します。

－新しいビジネスをデザインできる人材になるために－

途上国の人々に届ける技術・サービスを考える

Kauffman Fellows Program/QREC連携セミナー＆ワークショップ

［開催日］ 2012年11月4日（日）　［場　所］ （午前の部）九州大学　箱崎キャンパス　旧工学部　３階　第１会議室
（午後の部）九州大学　箱崎キャンパス　創造パビリオン　２階　ゼミナール室

－世界を変える種（Seed）、一緒に育てよう－

QREC／See-D連携ワークショップ

［開催日］ 2012年12月2日（日）　
［場　所］ 九州大学 箱崎キャンパス 産学連携棟I アントレプレナーシップセンター 2階 シリコンバレールーム

「東北発、地域再生・創生の試み」－九州が震災被災地の復興・地域活性化活動に学ぶこと－
QREC主催／2012年度アジアラウンドテーブル

［開催日］ 2013年3月20日（水）　［場　所］ 

同時開催：九州大学／ロバート・ファンアントレプレナーシップ・プログラム（略称：QREP）
2012年度　参加学生成果発表会－シリコンバレーに学ぶ九州発日本活性化プラン－ 

JR博多シティ 10階 大会議室

平成24年度（第9回）全国VBLフォーラム

全国VBLフォーラム

［開催日］ 2012年9月28日（金）　［場　所］ 九州大学　西新プラザ

　9月28日（金）、29日（土）に「VBLの今後の展開についてー全国VBLの連携強化とアントレプレナーシップ教育への取
組の在り方－」をテーマに、第9回全国VBLフォーラムを、九州大学が当番校として開催しました。全国VBLフォーラムは、
全国の国公立大学に設置されているベンチャー・ビジネス・ラボラトリー（VBL）、産学連携支援施設の部門長が参加し、各
組織の情報交換の場として位置づけられているものです。2012年度は、今後のVBLの重要な機能として位置づけられて
いる“アントレプレナーシップ教育”について、VBLにおける具体的な位置づけや、内容、進め方などをより深く検討する機
会と各大学のVBL間の連携の在り方への検討を基本コンセプトとしました。
　プログラムでは、基調講演として、文部科学省産業連携・地域支援課長　里見朋香氏、株式会社エス・エム・エス代表取締役
社長　諸藤周平氏をお迎えし、それぞれ全国VBL
への期待、大学のアントレプレナーシップ教育への
期待として講演頂きました。また、招待講演として、
慶應大学湘南藤沢インキュベーション・ビレッジ／
マネージャー廣川克也氏、東京大学　教授／産学
連携本部事業化推進部長　各務茂夫氏に各大学
の事例紹介をして頂きました。その後は、全国国公
立大学31校が参加し、グループディスカッションに
て共通する課題について意見交換を行い、教育に
ついて考える機会となりました。
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タイプライターテキスト

sakuradani
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 、株式会社エス･エム･エス　代表取締役　　

sakuradani
タイプライターテキスト

sakuradani
タイプライターテキスト

sakuradani
タイプライターテキスト

sakuradani
タイプライターテキスト

sakuradani
タイプライターテキスト

sakuradani
タイプライターテキスト

sakuradani
タイプライターテキスト

sakuradani
タイプライターテキスト

sakuradani
タイプライターテキスト

sakuradani
タイプライターテキスト

sakuradani
タイプライターテキスト



ANNUAL REPORT

2O12 13-

QREC 2012-13 ANNUAL REPORT QREC 2012-13 ANNUAL REPORT32 33

101号室　

株式会社セルイノベーターの
受託解析の特徴
　

マイクロアレイ受託実験データのアウトプット
　

※詳細はP.57参照

Incubation

インキュベーション（研究・実用化支援）

［使用責任者］
代表 北島 貴子

［所属］
　合同会社ビューティフルサンデー　

［プロジェクト名］
訪問カウンセリング事業

１F 202号室　2F

101号室　

102号室　

１F
204号室　2F

１F

［プロジェクト名］
コンテンツ及びソフトウェアの

開発ならびに展開

［使用責任者］
代表取締役社長　今治 智隆

［所属］
株式会社ヴァイス

［使用責任者］
准教授 鹿島 薫

　

［所属］
　理学研究院　

［プロジェクト名］
乾燥地域の水循環・水環境の変
動と将来予測およびその対策
に関する国際共同プログラム

［使用責任者］
代表取締役 齋藤 雅光
（前任：小野 祥正）

［所属］
株式会社セルイノベーター

［プロジェクト名］
マイクロアレイの実験方法
および実験データ解析手法に

関する研究事業

［使用責任者］
講師 田中 昭代

［所属］
医学研究院  環境医学分野

［プロジェクト名］
多様な炭素系および
金属系ナノマテリアルの
肺障害評価法の開発
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QREC外部アドバイザー会議委員　 QREC運営委員会委員

准教授

教授

准教授

ロバート・ファン/
アントレプレナーシップ・センター　
副センター長

専門分野　
アントレプレナーシップ、
経営戦略論

シネックス・コーポレーション 創業者、前会長
シネックスインフォテック株式会社 代表取締役会長
スリープログループ株式会社 取締役会長
九州大学 名誉博士  

五十嵐 伸吾

ロバート・ファン 博士

基幹教育院長代理

若山 正人 教授

工学府　学府長

山田　淳 教授

生物資源環境科学府　学府長

吉村　淳 教授

QRECセンター長

谷川　徹（産学連携センター教授/副センター長）

医学系学府　学府長

片野 光男 教授

人間環境学府　学府長

箱田 裕司 教授

芸術工学府　学府長

石村 真一 教授

経済学府　産業マネジメント 専次長

永田 晃也 教授

QREC副センター長

五十嵐 伸吾 准教授

ウエルインベストメント株式会社 取締役会長
日本ベンチャー学会前会長、現理事

松田 修一 博士

スタンフォード大学　教授
アジア・米国技術経営研究センター 所長

リチャード・B・ダッシャー 博士

Kauffman Fellow Program　
マネージング ディレクター（グローバル連携担当）
三菱商事株式会社 リテイル・ヘルスケア本部
新流通チャネル開発ユニット

中村 幸一郎

株式会社はせがわ 代表取締役会長
公益社団法人日本ニュービジネス協議会連合会 顧問

長谷川 裕一

住友商事株式会社 代表取締役 専務執行役員
新産業・機能推進事業部門長

株式会社サンブリッジ 代表取締役会長兼CEO
初代日本オラクル代表

アレン・マイナー

株式会社朝日新聞社 編集委員 
報道局 科学医療部

阿部 康行

株式会社エス・エム・エス 代表取締役社長

高橋 真理子

諸藤 周平

准教授

経済学研究院　
産業マネジメント部門

専門分野　
産学連携マネジメント、
技術経営（ＭＯＴ）、
アントレプレナーシップ

高田　仁

准教授

経済学研究院　
産業マネジメント部門

専門分野　
イノベーションマネジメント

朱　穎

教授

教授

ロバート・ファン/
アントレプレナーシップ・センター　
センター長

産学連携センター　
副センター長

専門分野　
地域経済政策、起業支援論、
産学連携

谷川　徹

大阪市立大学大学院
経営学研究科　

山田 仁一郎

教授

九州大学
産学連携センター

谷口 博文

早稲田大学
大学院商学研究科
早稲田大学
ビジネススクール
　

東出 浩教

立命館大学
経営学部副学部長  
MOT研究科

黒木 正樹

ＱＲＥＣ講師陣（非常勤）ＱＲＥＣコア教員　

（2013年3月末現在）

＜敬称略＞

教員・運営メンバー
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特任准教授

ロバート・ファン/
アントレプレナーシップ・センター　
センター長補佐

専門分野　
起業、ベンチャー経営

玉置 浩伸
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シリコンバレールーム　

※Mountain Viewルーム、San Joseルームは、間のパーティションを外し一体利用可能　
※すべての部屋の壁は、ホワイトボードとして利用可能　

http://qrec.kyushu-u.ac.jp/incubations/sroom

　産学連携棟Ⅰ（アントレプレナーシップ・センター）2階201号室（シリコン
バレールーム）は2011年4月にオープンしました。
　レイアウトは４部屋に分かれており、パブリックスペースについては、C&C
やACに採択された九州大学の在学生、QREC科目の受講生が自由にミーテ
ィングや交流スペースとして利用できます。
　また、壁面のほとんどをホワイトボードにしていますので、様々な使い方が
できるようになっています。

創造パビリオン（ゼミナール室・資料閲覧室）　http://qrec.kyushu-u.ac.jp/incubations/about

　九州大学の教職員、C＆C等プロジェクトを行う在学生は、創造パビリオン２
階ゼミナール室、資料閲覧室を利用できます。主に、C＆C審査会や講義室、学
会等に利用されています。机と椅子は自由に配置できますので、グループワー
クやワークショップなど様々な講義形式が行えます。
　2012年度は、遠隔講義を充実する為、ビデオ会議システムを増設、また、
授業の質の向上の為、グループワークに役立つメモパッド付イーゼル、録画シ
ステムも配備しました。

■ パブリック・スペース[30名程度]

■  Palo Altoルーム[10名程度] 

■  Mountain Viewルーム[10名程度] 

■  San Joseルーム[10名程度] 

交流スペース　[共有デスクトップPC1台、コピー機
1台（有料）、ビデオ会議システム、無線プロジェクター
1台、可動式ホワイトボード1台]

ミーティング・ルーム（QREC優先使用）　

ミーティング・ルーム（学生の優先使用可）

ミーティング・ルーム（同上）

■ ゼミナール室[６０名程度]

プロジェクター（天井吊）1台、プロジェクターリモコン、
PC接続コード、ホワイトボード

■ 資料閲覧室[１２名程度]

■ 各室ともに学内無線LAN「kitenet」利用可能

■ 各室ともに学内無線LAN「kitenet」利用可能

プロジェクター（天井吊）1台、PC接続コード1本、マイク４
本（卓上マイク1本・ワイヤレスマイク2本・ピンマイク1本）、
DVD再生プレーヤー1台、VHSビデオ再生機1台、ホワイト
ボード、ビデオ会議システム、HDD録画システム、スポットラ
イト（照明）、メモパッド付イーゼル（4個）　
※両部屋ともにプロジェクタ用スクリーンは設置しております。

　
　
　

　　
　　
ROBERT T. HUANG  ENTREPREN

EU
R
SH
IP  C

EN
TER  OF  KYUSHU UNIVERSIT
Y
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2012年度シラバス 詳細

科目名

授業方式

＜開講学期＞前期（土曜日3～5限目：3コマ連続、日曜日1、2限目：2コマ連続）
＜開講日程＞4/21、4/22、5/12、5/13、5/26、5/27
＜開講地区＞箱崎キャンパス：創造パビリオン　ゼミナール室

アントレプレナーシップ、マーケティング、商品開発、イノベーション、組織、戦略

なし（ただし、素敵な志を抱いて学問を学ぼう、生きていこうという人びとを強く求めます）

積極的な質疑・議論への参加を重視し、レポート等も用い、学習の進捗状況等を総合的に評価する

参考テキスト『アントレプレナーシップ』（ウィリアム・バイグレイブ＋アンドリュー・ザカラキス、日経BP社）
参加者には追ってケース資料等を配付いたします。

山田 仁一郎（大阪市立大学）

アントレプレナーの目線から、基本的な経営学の概念を習得すること。

１．事業をつくるとは何だろうか？
　・経営学入門（意思決定・動機づけ）とアントレプレナーシップ、ケース討議
　・地域で若者が仕掛けるＩＴベンチャー：ドコイコ社のケース
２．会社を大きくするってどんなことか？
　・事業機会：アントレプレナーシップとマーケティング、ケース討議
　・ペット保険業の創生というイノベーション：アニコム社のケース　×ゲスト・経営者生出演！
３．アントレプレナーの成功とは何か？
　・企業とステークホルダー：アントレプレナーシップと経営戦略、ケース討議
　・地域スポーツリーグの創造：株式会社ＩＢＬＪ社のケース　×ゲスト・経営者生出演！

開講学期及び開講地区等

キーワード

履修条件

授業の目的

到達目標

授業計画

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

科目名

授業方式
2コマ連続講義。座学、DVD教材、ゲスト講師の招聘を組合せ、起業家精神の概念を学習する。
講義においてはグループワークあるいはワークショップを行う。

＜開講学期＞前期前半（水曜日5、6限目：2コマ連続）
＜開講日程＞4/11、4/18、4/25、5/2、5/9、5/16、5/23、5/30（5限のみ）
＜開講地区＞伊都キャンパス：センター2号館2307
（遠隔）箱崎キャンパス：21世紀交流プラザI　多目的ホール、大橋キャンパス：5号館525号室

アントレプレナーシップ、気付き

なし

アントレプレナーシップの基礎を全般的に学ぶ

出席を重視する。出席40％、講義評価60％（うち五十嵐30％、高田30％）

「20歳のときに知っておきたかったこと」（ティナ・シーリグ、阪急コミュニケーションズ）

五十嵐 伸吾（ロバート・ファン／アントレプレナーシップ・センター）

「アントレプレナーシップ」とは何かを考え、「アントレプレナーシップ」をもって
行動することとはどのようなことかを学ぶ。

講義はQRECの五十嵐伸吾及び高田仁、2名で担当する。
五十嵐伸吾：4/11、4/25、5/9、5/30（5限のみ）　高田仁：4/18、5/2、5/16、5/23

アントレプレナーシップの基礎概念として下記の項目について学ぶ。
1.　なぜアントレプレナーシップの定義
2.　アントレプレナーシップの必要性
3.　アントレプレナーシップとキャリアデザイン
4.　アントレプレナーシップのプロセス
5.　起業価値の発見・創造
6.　アイデア創出
7.　アントレプレナーシップの実際
8.　チーム立ち上げ

開講学期及び開講地区等

キーワード

履修条件

授業の目的

到達目標

授業計画

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

全学教育科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

アントレプレナーシップ入門

アントレプレナーシップ入門（特論）
アントレプレナーシップ入門

（単位数：2単位）

全学教育科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ

アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ（特論）
アントレプレナーシップ・
マネジメントⅠ
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毎回、基本的な概念の提示とともにケースメソッドに基づく討議を行う。グループワーク、
ケース分析などの予習を踏まえ、授業中は全体の議論で理解を深めていく。基本的な進行
方式は、少人数グループと講師＋ゲストによる「ワクワク×ドキドキ」型の対話である。

アントレプレナーシップの視点から、マーケティング・製品開発・組織論・戦略論を学ぶ。何
者でもないところから、新たな社会的価値を創造する、という人間的ならびに社会的変化
の過程について、経営学的な「見晴らし」を得ることを目的としている。

本講義は毎回、基本概念の提示からスタートし（1コマ）、ケース討議（1-2コマ）を用い、グループと
暮らす全体の対話を繰り返しながら進める。全く経営学を知らないというところから、アントレプレナ
ーシップ、新しい社会的価値の活動を主体的に取り組むことがどういう現象なのかを理解していく。
(1)経営学的キーワード（たとえば意思決定）の解説、(2)ケースと呼ばれる「短編小説」のような資
料を読み、グループで議論して、(3)対話内容を振り返りながら、そこから何が気づけるかを経営学の
概念的に討議しながら学ぶ、というふうに3つのセッションから構成されている。
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科目名

授業方式

＜開講学期＞前期後半（水曜日5、6限目：2コマ連続）
＜開講日程＞5/30（6限のみ）、6/6、6/13、6/20、6/27、7/4、7/11、7/25
＜開講地区＞伊都キャンパス：センター2号館2307
（遠隔）箱崎キャンパス：21世紀交流プラザI多目的ホール、大橋キャンパス：5号館　525号室

アントレプレナーシップ、発想力、創造力

「アントレプレナーシップ入門」あるいは「同（特論）」が原則履修済であること

アイデア創出力の養成を目指す。合わせてチーム力を極大化するスキムを習得する。

出席を重視する。出席40％、講義への貢献30％、最終レポート40%

「20歳のときに知っておきたかったこと」（ティナ・シーリグ：阪急コミュニケーションズ）

発散的思考法・収束的技法を習得する。特に、常識にとらわれない観察力、発想力を磨く。

開講学期及び開講地区等

キーワード

履修条件

授業の目的

到達目標

授業計画

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

科目名

授業方式

＜開講学期＞前期（土曜日1、2限目：2コマ連続）
＜開講日＞4/14、4/21、4/28、5/19、6/16、6/30、7/14、7/21
＜開講地区＞箱崎キャンパス：創造パビリオン　ゼミナール室

アントレプレナーシップ、ケーススタディ、経営全般

なし

会計クイズ２０％、出席４０％、ケース討議への貢献４０％

映画「ソーシャル・ネットワーク」（２０１０）。
カバーする領域が広いので必要に応じWeb若しくは書籍で情報を見つけること。

玉置 浩伸（ロバート・ファン／アントレプレナーシップ・センター）

開講学期及び開講地区等

キーワード

履修条件

授業の目的

到達目標

授業計画

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

全学教育科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目 （単位数：2単位）

全学教育科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

アントレプレナーシップ・マネジメントⅡ

アントレプレナーシップ・マネジメントⅡ（特論） アイデア・ラボⅠアントレプレナーシップ・
マネジメントⅡ

たくさんのアイデアの中から、精査、選択の過程を経て実際に実行できるものは1つだけ。
そうであれば、最初の段階で数多くのアイデアが創出できなければ、期待する成果は得ら
れないかも知れない。本講義では身近な材料を用いながら、その使用法、活用法をいかに
短時間で多くのアイデアを創出するかの演習を行う。

第1回　ガイダンス/チーム編成

第2回　問題解決法：発散法と集約法

第3回目～15回　アイデア創出演習

2コマ連続講義。身近な具体的な課題を提示し、それに対する観察力を高め、グループ演習
を通じて、発散・収束・選択・実行・評価のルーチンを繰り返す演習を行う。講義の2回程度は
外部講師を招聘し、より現実的な課題に取り組む。

アイデア・ラボⅠ

アイデア・ラボⅠ（特論）
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授業方式：連続講義の2コマ目に座学で、会社経営の基本である会計・財務・マーケティング・販売・組
織・倫理を学習する。１コマ目には前の回の座学で学習した科目に関するケースをスタディ・クエスチ
ョンに従い討議する。ケースは基本的にベンチャーのものを選定する予定。会計に関してはケースに
替えてクイズを出題する。ケースは講義開始までに精読、分析が終了していることを前提とする。事
前予告なく指名し、ケースの分析結果を簡潔に発表してもらうこともある。一部若しくは全部に英文
のケースを使用する。

応用編、実践編への橋渡しとして、特にベンチャーに限らない、経営学全般を座学で学習す
る。学習した理論がベンチャーにおいてどのように応用されるのかをケースを通じて学ぶ。ま
た、英文の教材を使用することにより、ビジネス英語に慣れることも目的の一つである。

経営において使用される用語、概念を十分理解し、会社の仕組み全般を学ぶ。会計・財務で
は財務諸表から、会社の経営状態を判断できる能力の習得に重点を置く。

  １ 講師紹介、学生自己紹介（数が多い場合は簡単なアンケート）、講義説明
  ２ 会計の基礎（座学：仕訳、損益、資産）
  ３ 会計の基礎（座学：負債、資本）
  ４ 会計の基礎（座学：財務三表、会計原則）
  ５ 会計クイズ
  ６ 財務の基礎（座学：財務分析、ファイナンスの基礎）
  ７ 財務のケース
  ８ マーケティングの基礎（座学：広告戦略、ブランディング、4P/4C、Push/Pull戦略、マーケットリサーチなど）
  ９ マーケティングのケース
１０ 販売の基礎（座学：セールスリード、クロージング、債権回収・売掛管理、顧客価値、損益分岐、直間比率など）
１１ 販売のケース
１２ 組織（座学：スタートアップ時の構成メンバー、ボード・ガバナンス、組織デザイン、インセンティブ、エージェント
　　問題、採用・研修・解雇、権限規定と委譲、リーダーシップなど）
１３ 組織のケース（英文）
１４ 倫理（座学：粉飾の事例、経営者のジレンマ、過去の有名起業家の顛末）
１５ １３回目と同じケース
１６ 経験談、キャリア・プラン、お金の話

五十嵐 伸吾（ロバート・ファン／アントレプレナーシップ・センター）
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科目名

授業方式

＜開講学期>後期前半（金曜5、6限：2コマ連続）
＜開講日程＞10/5、10/12、10/19、10/26、11/2、11/9、11/16、11/30（6限のみ）
＜開講地区＞伊都キャンパス：センター1号館1302
（遠隔）箱崎キャンパス：21世紀交流プラザＩ　多目的ホール、大橋キャンパス：産学連携センター　
会議・セミナー室

アントレプレナーシップ、キャリアデザイン

なし

アントレプレナーシップを考える前提として「働く」ことの意義や目的とは何か、
いかに自らのキャリアを設計していくかをその理論、アプローチを含めて習得する。

出席を重視する。出席55％、最終レポート45%

「キャリアデザイン」（田路則子、月岡亮著；ファーストプレス）

開講学期及び開講地区等

キーワード

履修条件

授業の目的

到達目標

授業計画

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

科目名

授業方式 事前講義2回、米国現地講義１週間、総括講義1回午後

後期、事前講義：1-2月（箱崎）、現地講義：3月上旬（米国シリコンバレー）、
総括講義：3月下旬（JR博多シティ）

特になし
ただし、参加にあたっては、選考がある為、選考日程や提出書類等、詳細は、QRECホームページ
（http://qrec.kyushu-u.ac.jp/）にて確認のこと。（毎年12月に募集）

アントレプレナーシップ、多様性、グローバル、個人

出席30％、授業への参加態度（積極性等）25％、レポート（最終講義終了後提出）25％、
総括講義でのプレゼンテーション20％

フラット化する世界上/下（日本経済新聞社） 、ウェブ時代5つの定理（文芸春秋社）、
この国を出でよ（小学館）、世界級キャリアの作り方（東洋経済新報社）等

谷川 徹（産学連携センター/QREC）

開講学期及び開講地区等

キーワード

履修条件

授業の目的

到達目標

授業計画

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

全学教育科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目 （単位数：2単位）

全学教育科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・プログラム（QREP）

ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・プログラム（QREP）

アントレプレナーシップ・
セミナーⅠ

ロバート・ファン/
アントレプレナーシップ・ 
プログラム(QREP)

起業家精神とイノベーションのメッカ、米国シリコンバレーにおいて、ベンチャー企業や外資
系大企業、大学、弁護士事務所、さらにはNPO等、現地で活躍する経営者、エンジニア、研究
者、あるいは学生等の考え方や生き方に親しく接する機会を提供して、起業家精神（チャレン
ジ精神、自立意識、個性の発揮等）やグローバル思考の重要性を認識させるとともに、自らの
生き方、考え方、進路等を考えるきっかけを与える。

○事前講義（オリエンテーションと英語討論研修等）：
　2013年1、2月に2回計4コマ6時間、18：00以降実施
○現地プログラム（招聘講師による講義と討論及び企業訪問等）：
　3月上旬の1週間。日曜午後～金曜まで実質5.5日間。20コマ強計約40時間
○総括講義（福岡市内でのセミナー受講と研修成果発表会）：
　3月下旬に1回2コマ3時間、午後実施。以上総計で50時間程度予定
　シリコンバレーでの招聘講師は延約40人

以下の効果実現を目指す
○起業家精神醸成（自立した個人・個性の確立、チャレンジ精神の涵養）
○国際的意識向上（多様性の認識）
○積極性、主体性向上
○大学で学び研究する意味・意義の理解と学習意欲の向上
○起業や技術マネジメントに関する知識
○実情理解・世界トップ水準のビジネス認識

第１回　　　　 ２コマ連続：ガイダンス、キャリアデザインの必要性
第２回～第8回　各回 外部講師を招聘（現状未定。確定しだい告知する）、外部講師による講義。
　　　　　　　履修者参加による演習。それを受けた講師によるフィードバック。
　　　　　　　担当教員による要点整理の形で、講義を進める。

2コマ連続講義。社会の一線で活躍する講師を招聘し、現実に即した事例に基づき招聘講
師から講義、直接的対話及び演習等を組み合わせ多角的な視座を与える。

キャリア・アンカーなどキャリアに関する基礎理論の習得。そのための、自分の欲求をしるた
めのアプローチを学習し、学生個々が自らのキャリア形成の上での優先順位を決める。

アントレプレナーシップ・セミナーⅠ

アントレプレナーシップ・セミナーⅠ（特論）

玉置 浩伸（ロバート・ファン／アントレプレナーシップ・センター）
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科目名

授業方式

＜開講学期＞後期前半（水曜日5、6限目：2コマ連続）
＜開講日程＞10/3、10/10、10/17、10/24、10/31、11/7、11/14、11/21（5限目のみ）
＜開講地区＞伊都キャンパス：センター1号館1302
（遠隔）箱崎キャンパス：旧工学部本館　4番講義室
　　　　 大橋キャンパス：5号館　525号室、筑紫キャンパス：総合理工学府E棟　10１講義室

アントレプレナーシップ、機会認識

なし

社会、経済、技術など実社会のトレンド、ニュース等から「変化」を読み取る。

出席を重視する。出席40％、講義への貢献30％、最終レポート40%。

J.A.ティモンズ「ベンチャー創造の理論と戦略～起業機会探索から資金調達までの実践的方法論」
（ダイヤモンド社）

開講学期及び開講地区等

キーワード

履修条件

授業の目的

到達目標

授業計画

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

科目名

授業方式

＜開講学期＞後期後半（金曜日5、6限目：2コマ連続）
＜開講日程＞11/30（6限のみ）、12/7、12/14、12/21、1/11、1/17、1/25、2/1
＜開講地区＞箱崎キャンパス：21世紀交流プラザI　多目的ホール
（遠隔）伊都キャンパス：センター1号館1302
大橋キャンパス：産学連携センター　会議・セミナー室、筑紫キャンパス：総合理工学府E棟　101講義室

「アントレプレナーシップ・セミナーⅠ」あるいは「同（特論）」が原則履修済

アントレプレナーシップ、キャリア・デザイン、キャリア・アンカー

出席を重視する。出席70％、最終レポート30%。

「キャリアデザイン」（田路則子、月岡亮著；ファーストプレス）

開講学期及び開講地区等

キーワード

履修条件

授業の目的

到達目標

授業計画

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

全学教育科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目 （単位数：2単位）

全学教育科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

アントレプレナーシップ・セミナーⅡ

アントレプレナーシップ・セミナーⅡ（特論）

アントレプレナーシップ
機会認知

アントレプレナーシップ・
セミナーⅡ

アントレプレナーシップを考える前提として、困難に直面したとき、どのようなアプローチと行
動をとることで、それを解決したかを学ぶ。

2コマ連続講義。社会の一線で活躍する講師を招聘するオムニバス式の講座。現実に即した事
例に基づき招聘講師から講義、直接的対話及び演習等を組み合わせ多角的な視座を与える。

自らの人生・キャリアの転機を認識し、代替案と自分の中での優先順位をふまえたうえでの
採用すべき選択を行う。

第１回　ガイダンス、キャリアデザインの必要性
第２回～第８回　２コマ連続講義
　　　　　　　各回 外部講師を招聘（現状未定。確定しだい告知する）、外部講師による講義。
　　　　　　　履修者参加による演習。それを受けた講師によるフィードバック。
　　　　　　　担当教員による要点整理の形で、講義を進める。

2コマ連続講義。現実社会の様々なニュース、データ、地図などをいくつか提示し、それに時系
列を組み合わせ観察力を高める。グループベースの参加型の演習を行う。講義の２回程度は
外部講師を招聘し、より現実的な課題に取り組む。

起業プロセスの出発点は起業機会の発見から始まる。「発見」は、他者と同じ物を見て、違うふ
うに考えることによって生まれる。本講座では様々な地理、歴史、記事、データ等などのいくつ
かの組み合わせを提示し、そこからどのように傾向あるいは方向性があると解釈できるかの議
論を行う。本講義はグループワークによる議論を中心に進める。

ニュース、データ、地図等を組み合わせ、将来の変化を予想することで、アントレプレナーシ
ップ・プロセスの出発点としての機会認知能力を養成する。

アントレプレナーシップ機会認知

アントレプレナーシップ機会認知（特論）

玉置 浩伸（ロバート・ファン／アントレプレナーシップ・センター）
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五十嵐 伸吾（ロバート・ファン／アントレプレナーシップ・センター）
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科目名

（単位数：2単位）

全学教育科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

テクノロジー・
マーケティングⅠ

テクノロジー・マーケティングⅠ

テクノロジー・マーケティングⅠ（特論）

授業方式

＜開講学期＞前期（土曜日3、4限目：2コマ連続）
＜開講日程＞4/14、4/28、5/19、6/2、6/16、6/30、7/14、7/21
＜開講地区＞箱崎キャンパス：創造パビリオン　ゼミナール室

市場セグメンテーション、技術のキャズム

なし

経営学の観点からイノベーション・マネジメントおよび市場創造の基礎知識を紹介し、
「技術と市場」の基礎フレームワークを学んで行く。

出席、発表、レポート、試験により総合的に評価する。

ジェフリー・ムーア（2002）『キャズム』翔泳社

開講学期及び開講地区等

キーワード

履修条件

授業の目的

到達目標

授業計画

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

第１回（2コマ）：イノベーション・マネジメントの基礎

第2回（2コマ）：マーケティングの基礎、市場細分化の論理

第3回（2コマ）：技術のライフサイクルとキャズムの論理

第4回（2コマ）：技術のドミナントデザイン

第5回（2コマ）：イノベーションの類型と市場戦略

第6回（2コマ）：オーペン・イノベーション

第7回（2コマ）：補論とまとめ

第8回：期末試験

講義形式、ケーススタディ・メソッド

イノベーションの普及プロセスを理解し、多様な観点から「技術と市場」を捉えること。

朱 穎（経済学研究院）
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科目名

授業方式

＜開講学期＞後期（土曜日3、4限目：2コマ連続）
＜開講日＞10/6、10/20、11/3、11/17、12/1、12/15、1/12、1/26
＜開講地区＞箱崎キャンパス：創造パビリオン　ゼミナール室

アントレプレナーシップ、チーム力

アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ及びⅡを履修済であることが望ましい

Team Building理論の習得

○クイズ計４回：１回１０点満点（計４０点）　　 ○グループ課題計５回：１回１０点満点（計５０点）
○日常点（クラス討論参加度）：２０点　　　　○その他（出欠）：１５点
○Final Case 分析： ５０点　　　　　　　  ○総合：１６５点満点

「組織行動のマネジメント」Stephen P.Rubbins［高木晴夫訳］：ダイヤモンド社（2009年）

開講学期及び開講地区等

キーワード

履修条件

授業の目的

到達目標

授業計画

授業計画 テーマ / キーワード Reading Assignment クラス演習、クイズ

1～２回目
イントロダクション：アントレプレナーと組織行動学

優秀な組織とは？
第1章 討論（必要があれば、DVDを使用）

第2章と第3章 グループ課題①

ケース① クイズ：ケース①

第4章 グループ課題②

授業配布資料

第6章と付属資料 グループ課題③

ケース② クイズ：ケース②

第７章、第8章と第9章

クイズ：ケース③

授業配布資料

グループ課題④

グループ課題⑤

クイズ：ケース④

授業中の試験

個人行動の原理　パーソナリティーと個人差（価値観の変化）

ケース①　

モチベーションとゴール：動機づけ モチベーションと報償：動機応用

ゲストスピーカー１：起業家 A

個人の意思決定

ケース②　

集団行動、チームダイナミズムコミュニケーション

ケース③

リーダーシップと信頼、政治

ゲストスピーカー２：ベンチャー企業起業家 B

Final Case 分析

3～4回目

5～6回目

7～8回目

9～10回目

11～1２回目

13～14回目

15～16回目

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

全学教育科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

アントレプレナーシップ・
オーガニゼーション

各授業回でのテーマに沿う形で指定の教科書、資料やケース（事例集）を予め読で授業に出
席し、討論に参加すること。またケース教材としてはハーバード大学ビジネススクールのケー
スを使用した事例研究とその事例から抽出できる理論面の検討をクラスで行う。

組織行動論の分野におけるTeam Building理論の習得を通して受講生の自己管理や組
織管理に関する知識（理論）とスキルの習得

アントレプレナーシップ・オーガニゼーション

アントレプレナーシップ・オーガニゼーション（特論）

黒木 正樹（立命館大学）

組織構造の基礎　組織文化　成功する組織づくりのために

ケース④

第10章 第11章 第12章

第13章 第14章 第15章
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科目名科目名

授業方式

＜開講学期＞前期（土曜日1～5限）
＜開講日程＞6/9、6/23、7/7
＜開講地区＞箱崎キャンパス：創造パビリオン　ゼミナール室

「テクノロジー・マーケティングⅠ」、または「同（特論）」が原則履修済

アントレプレナーシップ、製品最適設計、マーケティング演習

出席を重視する。出席40％、講義への貢献30％、最終レポート40%

「問題解決手法の知識」（高橋誠:日経文庫）

開講学期及び開講地区等

キーワード

履修条件

授業の目的

到達目標

授業計画

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

全学教育科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目 （単位数：2単位）

全学教育科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

テクノロジー・マーケティングⅡ

テクノロジー・マーケティングⅡ（特論）

研究・技術経営論
－競争力ある研究者、技術者、リーダーになるために－　

テクノロジー・
マーケティングⅡ

理論としての技術経営論をマーケットで適用し、実践力を養う。

講義はマネジメント・ゲームを使った演習を行う。このため、本講義は集中講義とする。
履修者を４～５チームで分け、各チームが一つの会社として実際に意思決定することで体験的
にマーケティングを学ぶ。

マネジメント・ゲームで製品開発を体験し、どのような製品が受け入れられるのかを学ぶ

高性能な製品が売れるとは限らない。市場に受け入れられる適切な性能、価格等をバラン
スさせることで売れる商品となる。本講座では、マネジメント・ゲームを使用することで、履
修者は企業経営者の立場から製品開発、販路の選択、価格の決定、人事配置、広告・調査
等を実際に意思決定することで体験的にマーケティングを学ぶ。

第1回　　  ガイダンス/チーム編成、マーケティング、MOT基礎復習
第3回目～：マネジメントゲーム演習
最終回　　総括

課題科目Ⅱ（研究と技術のマネジメント）

研究・技術経営論 －競争力ある研究者、技術者、リーダーになるために－　　

授業方式

＜開講学期＞後期（金曜日4、5時限目：2コマ連続）
＜開講日程＞10/5、10/12、10/19、10/26、11/2、11/9、11/16、11/30
＜開講地区＞箱崎キャンパス：旧工学部本館　4番講義室
（遠隔）伊都キャンパス：センター1号館　1308教室
　　　大橋キャンパス：5号館　525号室、筑紫キャンパス：総合理工学府E棟　101講義室

市場、マネジメント、イノベーション、アントレプレナーシップ

なし

出席50％、レポート（各回提出）30％、授業での積極性20％

各講師が各授業において提示する

開講学期及び開講地区等

キーワード

履修条件

授業の目的

到達目標

授業計画

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

講義はいわゆる技術マネジメント（MOT）の総合的かつ基礎的講義であり、大学内外で活躍する
実業経験のある複数の外部講師が、毎回講義形式にて専門分野の知見を教授する。なお本講義
は社会人の聴講を認める（事前登録制）。
講義回数は8回、180分/回（後期前半8週間）。10月5日が第一回目。
下記は2011年度の例：
1. オリエンテーション/イノベーション論
2. 産学連携論
3. 科学と社会論 －科学者・技術者の責任を考える－
4. 研究構想論 －研究構想策定と技術開発ロードマップ－
5. 事業戦略・知財マネジメント論
6. 新事業創造論 －新事業創出とアントレプレナーシップ－
7. 研究環境論－グローバル市場の変容（新興市場の勃興等）が研究に及ぼす影響－
8. 研究開発プロセス論 －企業における研究開発のA to Z－
（上記講義タイトル及び順序は暫定的であり、変更の可能性がある）

外部講師からの講義60～70％程度、質疑及びテーマを設定しての討論40～30％程度の
割合で構成し、双方向のクラス運営を行う。各回終了後簡単なレポートを課す。

専門教育を学んだだけでは社会で通用しない。専門知識とともに、自らの専門分野を含めた世界
の様々な環境変化や社会のニーズ、課題等を理解する力を得て初めて、社会に置けるスタートを
切ることができる。本講義では、受講する学生に対し、実業界を含めた多様な経験と知識を持った
講師陣が、研究や技術を取り巻く課題や環境変化、科学や技術の社会での活かし方、社会におけ
る理系人材の生き方等に関する講義を行って、大学における研究や学習の意義、目的、社会的位
置づけ等を理解させる。
また技術の活用方法、実用化のありかた等を、広い視野から学ぶ機会を提供し、研究や学問への
取り組み意欲の向上と目標設定、学び方の指針を与える。理系の人材だけでなく、科学や技術、サ
ービスを扱うビジネスに携わる人材にも有用な講義。

専門分野中心に学ぶ大学の中では知り難い、社会の広い視野、考え方に触れさせ、自らの研究
や学問の位置づけや目標、進め方を問い直し、有効かつ効率的に学ぶ契機を与える。また今後
の進路選択への有効な示唆を与える。また社会に出た場合に、研究や技術をビジネスに生かす
上での基本的知識、考え方のヒントを与える。

谷川 徹（産学連携センター/QREC）
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科目名

授業方式

＜開講学期＞後期後半（水曜日5、6限目：2コマ連続）
＜開講日程＞11/21（6限のみ）、12/5、12/12、12/19、1/9、1/16、1/23、1/30
＜開講地区＞伊都キャンパス：センター1号館1302
（遠隔）箱崎キャンパス：産学連携棟Ⅰ　シリコンバレールーム
　　　大橋キャンパス：5号館525号室、筑紫キャンパス：総合理工学府E棟　101講義室

「アイデア・ラボⅠ」、「アントレプレナーシップ機会認知」が原則履修済

アントレプレナーシップ、発想力、創造力

出席を重視する。出席40％、講義への貢献30％、最終レポート40%

「問題解決手法の知識」（高橋誠：日経文庫）

開講学期及び開講地区等

キーワード

履修条件

授業の目的

到達目標

授業計画

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

全学教育科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

アイデア・ラボⅡ

アイデア・ラボⅡ（特論）
アイデア・ラボⅡ

2コマ連続講義。身近な具体的な課題を提示し、それに対する観察力を高め、グループ演習を通
じて、発散・収束・選択・実行・評価のルーチンを繰り返す演習を行う。講義の2回程度は外部講
師を招聘し、より現実的な課題に取り組む。

「アイデアラボⅠ」では発想法を「アントレプレナーシップ機会発見」では社会変化の気付きを学ぶ。
本講義では、具体的な課題に対する解決策を検討する上での問題解決法を学ぶ。

アイデア・ラボⅠに引き続き、発散的思考法・収束的技法を習得する。
特に、常識にとらわれない観察力、発想力を磨くとともに、具体的な課題の評価軸の設定法を
習得する。

たくさんのアイデアの中から、精査、選択の過程を経て実際に実行できるものは1つだけ。
そうであれば、最初の段階で数多くのアイデアが創出できなければ、期待する成果は得ら
れないかも知れない。本講義では身近な材料を用いながら、その使用法、活用法をいかに
短時間で多くのアイデアを創出するかの演習を行う。特に「アイデア・ラボⅡ」ではより具
体的な課題を対象とする。

第1回　ガイダンス/チーム編成
第2回　問題解決法：発散法と集約法
第3回目～16回：アイデア創出演習

QREC 2012-13 ANNUAL REPORT QREC 2012-13 ANNUAL REPORT

五十嵐 伸吾（ロバート・ファン／アントレプレナーシップ・センター）

科目名

授業方式

＜開講学期＞後期後半
＜開講日程＞12/8、12/22、1/5、1/19、2/2
＜開講地区＞箱崎キャンパス：創造パビリオン　ゼミナール室

アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ及びⅡを履修済であることが望ましい

アントレプレナーシップ、資金調達、バリュエーション

講義への貢献、レポート等より総合的に判断する（詳細はガイダンス時に提示する）

開講学期及び開講地区等

キーワード

履修条件

授業の目的

到達目標

授業計画

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

全学教育科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

課題科目Ⅰ（アントレプレナーシップ・ファイナンス）

アントレプレナーシップ・ファイナンス（特論）

アントレプレナーシップ・
ファイナンス

各授業回でのテーマに沿う形で指定の教科書、資料やケース（事例集）を課題として課す。その
上で講義に出席し、討論に参加すること。またケース教材を用いその事例から抽出できる理論
面の検討をクラスで行う。

アントレプレナーシップ・ファイナンス及びファンドの理論の習得

ベンチャーキャピタル（ＶＣ）を中心とする資金の出し手の投資行動を理解し資金調達法を習
得する。
その前提としてVCが運用する投資ファンドの設立・運用方法を習得する。

リチャード・L・スミス,ジャネット・K・スミス「アントレプレナー・ファイナンス～ベンチャー企業
の価値評価とディール・ストラクチャー」（中央経済社）。
マイケル・J・コーバー「プライベート・エクイティ～価値創造の投資手法」（東洋経済新報社）

東出 浩教（早稲田大学ビジネススクール）

座学、ケース教材を用いた演習。集中講義各授業回でのテーマに沿う形で指定の教科書、
資料やケース、（事例集）を課題として課す。その上で講義に出席し、討論に参加すること。
またケース教材を用いその事例から抽出できる理論面の検討をクラスで行う。



ANNUAL REPORT

2O12 13-
2012年度シラバス 詳細

52 53

科目名

（単位数：4単位）

全学教育科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

地域政策デザイン論
地域政策デザイン論　　

授業方式

政策 企画立案 地域経営 自立 地域活性化

積極的参加（60％）レポート（40％）

必要な資料・文献はその都度紹介

開講学期及び開講地区等

キーワード

履修条件

授業の目的

到達目標

授業計画

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

社会人受講生とともに各界で活躍中の有識者、専門家などからテーマに沿った講演を聞き、
講師とのディスカッション、集中討議、政策提言に向けた作業に参加する。

＜開講学期＞通期：集中（原則：土曜日午後）
＜開講地区＞博多駅サテライトキャンパス、西新プラザ

オリエンテーションに必ず参加すること。
（日程はシラバスシステムで確認されたい。多数の場合は選抜。）

様々な政策課題の解決にあたり、中央に頼ることなく地域が自ら将来像を描き、その実現の
ための方策を自分で企画立案できる能力を持つことが今後極めて重要となる。授業では具
体的な政策テーマについて、現場のニーズをくみ取りながら現行制度の枠組みにとらわれ
ず新たな発想で制度を組み立て、自分で政策を立案するプロセスを実体験する。

第1回　　　　オリエンテーション
第2回～12回  講義・演習　（JR博多シティ会議室、西新プラザなど）
第13回　　　 政策提言発表シンポジウム
　　　　　　 講義・演習は原則土曜日午後、博多駅サテライトキャンパスにおいて講　　
　　　　　　  義と演習を行うほか、合宿、フィールドワーク等を含む。

講師や日程の詳細・変更はシラバスシステムに掲載する。

具体的な政策課題について、課題解決のための実践的な方策を見出し、政策提言として取
りまとめる過程で、政策の企画立案能力と実践的応用力を身につけることを目標とする。

谷口 博文、堀尾 容康（産学連携センター）
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関連するQREC科目（アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ・Ⅱ、テクノロジー・マーケティングⅠ・Ⅱ）
を履修済みであることが望ましい

科目名

（単位数：2単位）

全学教育科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

ビジネスにおける競争優位性 課題科目Ⅲ（ビジネスにおける競争優位性）

ビジネスにおける競争優位性（特論）

ビジネスにおける競争優位性　　

授業方式

＜開講学期＞後期（火曜日18:50～22:00）※初日は18：50～20：20
＜開講日＞10/16、10/23、10/30、11/6、11/27、12/18、12/25、1/8
＜開講地区＞箱崎キャンパス：創造パビリオン　ゼミナール室
（遠隔）伊都キャンパス：センター1号館　1302教室

競争優位、コア・コンピタンス、参入障壁、MOT

事前課題への対応（30％）、講義やディスカッションへの貢献（50％）、期末レポート（20％）

特に指定しない。必要な資料等は都度配布する。

開講学期及び開講地区等

キーワード

履修条件

授業の目的

到達目標

授業計画

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

○講義は、隔週の２コマ連続講義とする。
○毎回の講義では、招聘講師によるスピーチを行う。その内容をふまえてグループ・ディス
　カッションと発表を行い、最後に全体討議を行う。
○毎回、事前課題として次回招聘講師のスピーチに関連する事例分析を課す。

本講義では、他社に真似できない競争優位の源泉となる中核的な能力や資源（コア・コンピ
タンスとも呼ばれる）に着目し、技術経営（MOT）におけるそれら能力や資源の形成および
活用の手法を学ぶ。下記計画は、講師日程により変更されることがある。

第1回　　　　ガイダンス
第2～3回　　 コア技術戦略（1）
第4～5回　　 コア技術戦略（2）
第6～7回　　 知的財産戦略
第8～9回　　 アライアンス
第10～11回　産学官連携
第12～13回　技術標準
第14～15回　俊敏性と先発優位

経営において競争優位の源泉となる中核的な能力や資源に着目し、その形成や活用の手
法を学ぶ。

個別事例の分析を通じて、競争優位性の形成過程や活用手法に関する理解を深める。

高田　仁（経済学研究院）
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科目名

（単位数：2単位）

全学教育科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

ハイテク・アントレプレナーシップ

ハイテク・アントレプレナーシップ　　

ハイテク・アントレプレナーシップ（特論）　　

起業機会探索　　

授業方式

アントレプレナーシップ、製品最適設計、知的財産

出席を重視する。出席40％、講義への貢献30％、最終レポート40%

「問題解決手法の知識」（高橋誠、日経文庫）

開講学期及び開講地区等

キーワード

履修条件

授業の目的

到達目標

授業計画

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

2コマ連続講義。いくつかの種類技術シードを提示し、その技術から新事業創出を行うかグル
ープ演習を行う。講義の2回程度は外部講師を招聘する予定。

＜開講学期＞前期（金曜日18:50～22:00）
＜開講日程＞4/20、5/11、5/25、6/8、6/22、7/6、7/20、8/3
＜開講地区＞箱崎キャンパス：創造パビリオン　ゼミナール室

なし

実践編としてプロジェクト・ベースで技術ベースの事業の立ち上げの実践力を養う

いくつかの技術シードを用い、技術の種類の違いを意識しながら、対象の技術特有のコア・
コンピタンス（中核的競争力）の構築及び確保の方法を学ぶ。

高性能な製品が売れるとは限らない。潜在市場を分析し、市場に受け入れられる適切な性
能、価格等をバランスさせることで売れる商品となる。当然、新市場参入後、自社より大き
なリソース（経営資源）を持つ企業の市場参入が予想される。それに備えて、いかに自社の
コア・コンピタンス（中核的競争力）を確立・確保し、競争状況に打ち勝っていくかを実際の
技術シードを用いた体験学習あるいはケース・スタディーを活用して学ぶ。
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「テクノロジー・マーケティングⅡ」、または「同（特論）Ⅱ」が原則履修済

科目名

（単位数：2単位）

全学教育科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

ニュービジネス・クリエーション

ニュービジネス・クリエーション

ニュービジネス・クリエーション（特論）

授業方式

＜開講学期＞前期（土曜日1、2限目：2コマ連続）
＜開講日程＞10/6、10/20、11/3、11/17、12/1、12/15、1/12、1/26
＜開講地区＞箱崎キャンパス：産学連携棟Ⅰ　シリコンバレールーム

アントレプレナーシップ、ビジネスプラン策定、MOT、マーケティング演習

出席を重視する。出席40％、講義への貢献30％、最終レポート40%

参考テキスト『アントレプレナーシップ』（ウィリアム・バイグレイブ＋アンドリュー・ザカラキス、
日経BP社）「問題解決手法の知識」（高橋誠、日経文庫）

開講学期及び開講地区等

キーワード

履修条件

授業の目的

到達目標

授業計画

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

2コマ連続講義。技術シードを提示し、その技術からいかに新事業創出を行うかグループ演
習を行う。講義の2回程度は外部講師を招聘する予定。

QREC科目の「基礎」及び「応用」フェーズの統合科目。QREC科目で学んだ内容を適宜
活用し1つの事業立ち上げのプロセスを疑似体験する。

実際のビジネスシードから起業機会を分析し、その機会を活用するためのビジネスモデル
の構築、その上で経営リソースを如何に結集させるかの戦略策定までを目標とする。

実際のビジネス・シード（技術シード）を提示し、そこからそれ最終的にはビジネスプラン（事
業計画）として結実させるまでのプロセスを学ぶ。履修者は起業家の視点から潜在市場の分
析し、それに即した製品開発を推進し、並行してコア・コンピタンス（中核的競争優位）をどの
ように構築しどう確保するか、販路をどのようにするか、価格をいくらにするか、人事戦略、
プロモーション（広告）の戦略等を各回で積み上げながら体験的に事業創造方法を学ぶ。

五十嵐 伸吾（ロバート・ファン／アントレプレナーシップ・センター） 五十嵐 伸吾（ロバート・ファン／アントレプレナーシップ・センター）
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研究室名／会社名 株式会社ヴァイス

101号室

代表取締役社長　今治 智隆

コンテンツ及びソフトウェアの開発ならびに展開

■事業目的

使用責任者氏名

プロジェクト名／研究課題

当該施設で行った
事業の概要

この施設を利用して
得られた成果

研究室名／会社名

使用責任者氏名

プロジェクト名／研究課題

当該施設で行った
事業の概要

この施設を利用して
得られた成果

コンテンツビジネスの展開に掛かるアイデアを持つクライアントとともに企画および製作を
行っていき、ビジネスとしての実現を達成する。また、コンテンツ開発を目指す人材に経験と
交流の場を与え、アイデアを具体化することを可能にする。

■事業内容

コンテンツ事業についてのコンサルタント業務
コンテンツ事業の開発・運営・分析

■コンテンツ事業の新規立ち上げおよびシード開発
○SNSゲーム「ドラゴンはじめました。」の開発と立ち上げ
○スマートフォンアプリ「ねこびる」が福岡ビジネス・デジタル・コンテンツ賞本選にノミネート、
　事業展開に向け、進行中
○その他3件のシードの企画および製作に関与
■コンテンツ事業の再展開事業

2012年度インキュベーション 詳細

合同会社ビューティフルサンデー

101号室

代表 北島 貴子

訪問カウンセリング事業

■事業概要

■利用者への支援の結果として

○引きこもり青年（壮年期含む）の社会適応への支援
○不登校児童の心のケア
○精神障がい者の就労支援

■支援の形態と現在までの利用者数

○訪問看護ステーションゆいまーる（医療保険診療）　52名
○家族相談室ビューティフルサンデー（保険診療外）　2名
○家庭学習支援室BFS（保険診療外）　2名

○精神障がい者の就職2名、アルバイト就業2名、作業所等への通所開始5名
○引きこもり青年…グループ活動への参加開始2名
○不登校児…外出・受診拒否から通院開始1名

学生の創業（インキュベーション）としてスタートしたため、1年目はシステム作りと経済的な
基盤作りで終了。
今年度より少しずつ社会貢献のシステム作りと研究とを進めていく予定。
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2012年度インキュベーション 詳細

研究室名／会社名

使用責任者氏名

プロジェクト名／研究課題

当該施設で行った
事業の概要

研究室名／会社名

使用責任者氏名

プロジェクト名／研究課題

当該施設で行った
事業の概要

この施設を利用して
得られた成果

60 61

九州大学 理学研究院 
鹿島薫研究室

102号室

准教授 鹿島 薫

乾燥地域の水循環・水環境の変動と将来予測およびその対策に関する国際共同プログラム

（1）学術論文

モンゴルなどの中央アジア、および中東各国などの乾燥地域では、現在、深刻な環境破壊に
直面している。特に、砂漠化の進行と地下水などの水環境の破壊は我々の想像を越えるもの
であるが、大学院などにおいて総合的な教育を受けた専門家は乏しく、環境保全のため、本
当に必要な人材の育成は程遠いのが現実である。このため、継続的な現地調査に基づく共
同研究を進めている。研究内容は以下のとおりである。

Yu Fukumoto, , Kaoru Kashima, A. Orkhonselenge, U. Ganzorig (2012) 
Holocene environmental changes in northern Mongolia inferred from 
diatom and pollen records of peat sediment. Quaternary International.　
ほか5編

（2）講演会・学会発表

International Symposium on the Long-term Monitoring for Water 
Resources in East Asia　を2012年2月九州大学で開催
国際学会講演8件、国内学会8件

（3）その他

韓国で開催された第10回国連砂漠化防止会議（2011年10月10-21日）において展示発表。
エジプト、モンゴルにおける学術調査および学術講演会

○衛星画像解析（ＧＩＳ）を用いた砂漠化・乾燥化に伴う水環境変動の定量的復元
○顕微鏡による水試料の分析とそのための試料調整ライン

株式会社セルイノベーター

202号室

代表取締役 齋藤 雅光（前任者：小野 祥正）

マイクロアレイの実験方法および実験データ解析手法に関する研究

この施設を利用して
得られた成果

（１）マイクロアレイの実験の実施、および計算機による実験データの解析
（２）診断マーカーや新たな分子生物学的発見のために、計算機を使ったネットワーク解析

Yoshida S, Arakawa F, Higuchi F, Ishibashi Y, Goto M, Sugita Y, Nomura 
Y, Niino D, Shimizu K, Aoki R, Hashikawa K, Kimura Y, Yasuda K, Tashiro 
K, Kuhara S, Nagata K, Ohshima K.　
Scand J Rheumatol. 2012 May;41(3):170-9. Epub 2012 Mar 9.

Nagata, M., Nakayama, H., Tanaka, T., Yoshida, R., Yoshitake, Y., 
Fukuma, D., Kawahara, K., et al. 
doi:10.1038/bjc.2011.387. [Epub ahead of print]



ANNUAL REPORT

2O12 13-
2012年度インキュベーション 詳細

QREC 2012-13 ANNUAL REPORT QREC 2012-13 ANNUAL REPORT

研究室名／会社名

使用責任者氏名

プロジェクト名／研究課題

62

環境医学研究室

204号室

講師 田中 昭代

多様な炭素系および金属系ナノマテリアルの肺障害評価法の開発

九州大学 医学研究院

当該施設で行った
事業の概要および
この施設を利用して
得られた成果

　動物実験や疫学研究よりインジウム-スズ酸化物（Indium-tin oxide:ITO）がヒトや実験

動物に対して毒性を示すことが明らかになってきた。ITOの吸入によりヒトでは肺障害の発

現は認められているが、肺以外の臓器におけるインジウムの動態や影響についての報告は

ほとんどない。我々はハムスターを用いたITOの気管内反復投与による慢性影響実験を行

い、肺障害の程度が経時的に増悪すること報告した（JOH 2010）。今回、ハムスターを用

いた慢性影響実験において肺のインジウム量および肝臓、腎臓、脾臓のインジウム濃度の

推移よりインジウムの体内動態について評価を行った。

　ハムスターは1回投与量ITOとして3mg/kg（2.2mg In/kg、ITO 3mg群）およびITO 

6mg/kg（4.5mg In/kg、ITO 6mg群）、対照群には滅菌蒸留水1ml/kgを週2回、16回、

8週間にわたって気管内に反復投与を行った。最終投与後8週、16週、40週、78週目にハム

スターを安楽死させた。肺、肝臓、腎臓、脾臓のインジウム濃度は各臓器の酸湿式灰化後

ICP-MSを用いて測定した。

　各群の総投与量はインジウムとして、ITO 3mg群では4.8mg±0.4mg、ITO 6mg群で

は9.5±0.9mgであった。ITO 6mg群の肺中のインジウム濃度は8週から40週では経時的

に減少したが、40週から78週ではほぼ横ばいで推移した。ITO 3mg群では8週から78週まで

経時的に徐々に減少し、肺におけるインジウムの生物学的半減期は194.7週（3.7年）であっ

た。一方、肝臓、腎臓、脾臓では臓器中インジウム量は経時的に増加した。ITOの経気道性吸

入ではインジウムの肺クリアランスは非常に遅く、臓器蓄積性が高いことが明らかになった。

病院キャンパス伊都キャンパス

箱崎キャンパス

大橋キャンパス

筑紫キャンパス

香椎

六本松

竹下

山陽
新幹
線

九
州
新
幹
線

理系地区

本部

附属図書館

文系地区

理系地区

本部

附属図書館

文系地区九州大学  ロバート・ファン/
アントレプレナーシップ・センター
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